
第７ 回久慈市議会定例会会議録（ 第1 日） 

 

議事日程第１号 

平成20年２月25日（月曜日）午前10時開議 

 第１ 会期の決定 

     議会運営委員長の報告 

 第２ 会議録署名議員の指名 

 第３ 市長施政方針演述 

 第４ 教育委員会委員長教育行政方針演述 

 第５ 議案第１号から議案第33号まで、報告第１号

及び報告第２号 

     提案理由の説明・総括質疑 

     予算特別委員会の設置 

     委員会付託（議案第12号から議案第20号ま 

     で、議案第29号、議案第33号を除く） 

 第６ 議案第33号（質疑・採決） 

 第７ 議案第12号（質疑・討論・採決） 

 第８ 議案第13号（質疑・討論・採決） 

 第９ 議案第14号（質疑・討論・採決） 

 第10 議案第15号（質疑・討論・採決） 

 第11 議案第16号（質疑・討論・採決） 

 第12 議案第17号（質疑・討論・採決） 

 第13 議案第18号（質疑・討論・採決） 

 第14 議案第19号（質疑・討論・採決） 

 第15 議案第20号（質疑・討論・採決） 

 第16 議案第29号（質疑・討論・採決） 

 ──────────────────── 

会議に付した事件 

 日程第１ 会期の決定 

 日程第２ 会議録署名議員の指名 

 日程第３ 市長施政方針演述 

 日程第４ 教育委員会委員長教育行政方針演述 

 日程第５ 議案第１号 平成20年度久慈市一般会計

予算 

  議案第２号 平成20年度久慈市土地取得事業特別

会計予算 

  議案第３号 平成20年度久慈市国民健康保険特別

会計予算 

  議案第４号 平成20年度久慈市老人保健特別会計

予算 

  議案第５号 平成20年度久慈市後期高齢者医療特

別会計予算 

  議案第６号 平成20年度久慈市介護サービス事業

特別会計予算 

  議案第７号 平成20年度久慈市魚市場事業特別会

計予算 

  議案第８号 平成20年度久慈市漁業集落排水事業

特別会計予算 

  議案第９号 平成20年度久慈市工業団地造成事業

特別会計予算 

  議案第10号 平成20年度久慈市公共下水道事業特

別会計予算 

  議案第11号 平成20年度水道事業会計予算 

  議案第12号 平成19年度久慈市久慈市一般会計補

正予算（第５号） 

  議案第13号 平成19年度久慈市土地取得事業特別

会計補正予算（第１号） 

  議案第14号 平成19年度久慈市国民健康保険特別

会計補正予算（第２号） 

  議案第15号 平成19年度久慈市介護サービス事業

特別会計補正予算（第１号） 

  議案第16号 平成19年度久慈市魚市場事業特別会

計補正予算（第２号） 

  議案第17号 平成19年度久慈市漁業集落排水事業

特別会計補正予算（第３号） 

  議案第18号 平成19年度久慈市工業団地造成事業

特別会計補正予算（第２号） 

  議案第19号 平成19年度久慈市公共下水道事業特

別会計補正予算（第２号） 

  議案第20号 平成19年度久慈市水道事業会計補正

予算（第３号） 

  議案第21号 一般職の職員の旅費に関する条例の

一部を改正する条例 

  議案第22号 手数料条例の一部を改正する条例 

  議案第23号 後期高齢者医療に関する条例 

  議案第24号 国民健康保険条例の一部を改正する

条例 

  議案第25号 健康保険法等の一部を改正する法律
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の施行に伴う関係条例の整理に関する条例 

  議案第26号 市税条例の一部を改正する条例 

  議案第27号 中心市街地における商業基盤施設に

係る固定資産税の不均一課税に関する条例 

  議案第28号 平庭高原施設事業財政調整基金条例

を廃止する条例 

  議案第29号 岩手県市町村総合事務組合を組織す

る地方公共団体の数の減少及び岩手県市町村総

合事務組合規約の一部変更の協議に関し議決を

求めることについて 

  議案第30号 財産の交換に関し議決を求めること

について 

  議案第31号 市道路線の認定に関し議決を求める

ことについて 

  議案第32号 市道路線の変更に関し議決を求める

ことについて 

  議案第33号 人権擁護委員候補者の推薦に関し意

見を求めることについて 

  報告第１号 職員による自動車事故に係る損害賠

償事件に関する専決処分の報告について 

  報告第２号 職員による自動車事故に係る損害賠

償事件に関する専決処分の報告について 

 日程第６ 議案第33号（質疑・採決） 

 日程第７ 議案第12号（質疑・討論・採決） 

 日程第８ 議案第13号（質疑・討論・採決） 

 日程第９ 議案第14号（質疑・討論・採決） 

 日程第10 議案第15号（質疑・討論・採決） 

 日程第11 議案第16号（質疑・討論・採決） 

 日程第12 議案第17号（質疑・討論・採決） 

 日程第13 議案第18号（質疑・討論・採決） 

 日程第14 議案第19号（質疑・討論・採決） 

 日程第15 議案第20号（質疑・討論・採決） 

 日程第16 議案第29号（質疑・討論・採決） 

──────────────────── 

出席議員（25名） 

１ 番 梶 谷 武 由君 ２ 番 上 山 昭 彦君 

３ 番 泉 川 博 明君 ４ 番 木ノ下 祐 治君 

５ 番 澤 里 富 雄君 ６ 番 藤 島 文 男君 

７ 番 砂 川 利 男君 ８ 番 畑 中 勇 吉君 

９ 番 小 倉 建 一君 10 番 山 口 健 一君 

11 番 中 平 浩 志君 12 番 中 塚 佳 男君 

13 番 佐々木 栄 幸君 14 番 桑 田 鉄 男君 

15 番 堀 崎 松 男君 17 番 小野寺 勝 也君 

18 番 城 内 仲 悦君 19 番 下斗米 一 男君 

20 番 清 水 崇 文君  21 番 下 舘 祥 二君  

22 番 大 沢 俊 光君  23 番 濱 欠 明 宏君 

24 番  八重櫻 友  夫君  25 番 髙屋敷 英 則君 

26 番 宮 澤 憲 司君 

欠席議員（１名） 

16 番 大久保 隆 實君 

──────────────────── 

事務局職員出席者 

事務局長 亀田 公明 事務局次長 大 橋  良
庶務グループ
総 括 主 査 大森 正則 

議事グループ 
総 括 主 査 長 内  実

主 事 大内田博樹 

──────────────────── 

説明のための出席者 

市 長 山内 隆文君 副 市 長 工藤 孝男君

副 市 長 外舘 正敏君 総務企画部長 末﨑 順一君

市民生活部長 佐々木信蔵君 
健康福祉部長 
(兼)福祉事務所長 菅原 慶一君

農林水産部長 中森 健二君 産業振興部長 卯道 勝志君

産業振興部付部長 下舘 満吉君 
建 設 部 長 
(兼)水道事業所長 嵯峨喜代志君

山形総合支所長 角  一志君 山形総合支所次長 野田口 茂君

教育委員長 岩城 紀元君 教 育 次 長 大湊 清信君
選挙管理委員会
委 員 長 鹿糠 孝三君 監 査 委 員 木下 利男君

農 業 委 員 会
会長職務代理者 中屋敷福男君 

総 務 企 画 部 
総 務 課 長 
(併)選管事務局長 

根井  元君

教 育 委 員 会
総務学事課長 宇部 辰喜君 

農 業 委 員 会 
事 務 局 長 中新井田勉君

 

 ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

午前10時00分 開会・開議 

○議長（下斗米一男君） ただいまから第７回久慈市

議会定例会を開会いたします。 

直ちに、本日の会議を開きます。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

諸般の報告 

○議長（下斗米一男君） 諸般の報告をいたします。

市長から議案の提出があり、お手元に配付してありま

す。 

次に、監査委員から現金出納検査結果の報告３件、

定期監査結果の報告１件及び財政援助団体等監査結果

の報告２件が提出され、お手元に配付してあります。 

次に、12月定例会以後の当職の出席した会議等主な

事項について、概要を配付してあります。なお、平成
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19年度平庭地域市町村議会議員連絡協議会研修会に、

議員全員を、地方自治法第100条第12項並びに、久慈

市議会会議規則第120条第１項ただし書き、及び同条

第２項の規定により、当職において決定し、派遣しま

したのでご了承願います。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

      日程第１ 会期の決定 

○議長（下斗米一男君） これより本日の議事日程に

入ります。 

日程第１、会期の決定を議題といたします。 

会期日程案に関し、委員長の報告を求めます。大沢

議会運営委員長。 

   〔議会運営委員長大沢俊光君登壇〕 

○議会運営委員長（大沢俊光君） 第７回久慈市議会

定例会の運営につきまして、去る２月20日議会運営委

員会を開催し協議いたしましたので、その結果をご報

告申し上げます。 

今定例会で審議いたします案件は、市長付議事件33

件であります。 

また、一般質問については、４会派及び３名の計７

名の議員から通告される見込みであります。 

これらのことから、お手元に配付しております日程

案のとおり、本日と３月５日、６日及び17日に本会議

を、３月７日、11日、12日、及び13日に委員会をそれ

ぞれ開き、２月26日から３月４日まで、３月10日及び

14日を議案調査のため休会とし、今定例会の会期は、

本日から３月17日までの22日間とすべきものと決しま

した。  

各位のご協力をお願い申し上げ、ご報告といたしま

す。 

○議長（下斗米一男君） お諮りいたします。本定例

会の会期は、ただいまの委員長報告のとおり、本日か

ら３月17日までの22日間と決することにご異議ありま

せんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下斗米一男君） ご異議なしと認めます。よ

って、会期は22日間と決定しました。 

 ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

    日程第２ 会議録署名議員の指名 

○議長（下斗米一男君） 日程第２、会議録署名議員

の指名を行います。会議録署名議員に、清水崇文君、

下舘祥二君、大沢俊光君を指名いたします。 

   ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

    日程第３ 市長施政方針演述 

○議長（下斗米一男君） 日程第３、市長の施政方針

演述であります。山内市長。 

    〔市長山内隆文君登壇〕 

○市長（山内隆文君） 第７回久慈市議会定例会にお

いて、平成20年度一般会計予算案を初めとする諸案件

を提案し、ご審議いただくに当たり、市政運営に係る

私の所信の一端と施策の概要を申し述べ、市民並びに

議員各位のご理解とご協力を賜りたく存じます。 

昨年は、中心市街地活性化基本計画が全国第３号の

認定を受け、街なか再生推進事業の核施設の建設に着

手するなど、新市のまちづくりの指針であります久慈

市総合計画に基づき、みずから立ちゆく自立と、みず

からを律する自律の理念のもと、「夢・希望・未来に

向かってひと輝くまち」を目指し、大きく前進した年

になりました。 

また、ＪＲバス東北の路線廃止対策や、広域行政組

織の統合など、諸課題の解決を図った年でもあり、市

民並びに議員各位の絶大なるご指導・ご支援をいただ

きながら行財政運営に努めてきたところであります。 

さて、我が国の経済状況は、新聞等々の報道では原

油価格の高騰や、世界的な株価下落の影響で、やや減

速感はあるものの、なお緩やかな景気回復が続いてい

るとのことでありますが、地方においては、雇用環境、

社会資本整備、及び少子高齢化への対応など、依然と

して厳しい社会情勢が続いており、大都市圏と地方と

の格差拡大を実感するものであります。 

また、政局においては、道路特定財源の暫定税率を

めぐる論議が繰り広げられておりますが、道路は市民

生活に直結する も重要な社会基盤であり、引き続き

道路財源の確保を強く求めてまいりたい考えでありま

す。 

こうした厳しい状況下ではありますが、私は、社会

の急激な変化や、多様化する地域課題に的確に対応す

るため、市民との協働によるまちづくりを基本姿勢と

し、各種施策への工夫と英知を結集しながら、当市の

持続的発展と市民満足度の向上に向け全力を傾注して

まいりたい考えであります。 

それでは、平成20年度予算編成方針と、予算の概要

について申し上げます。 

まず、本市の財政状況についてでありますが、近年
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の地方交付税の大幅な削減や、扶助費、公債費、特別

会計繰出金等が、当分の間高い水準で推移することな

どにより、多額の財源不足が見込まれており、また財

政調整基金、市債管理基金の残高が大きく減少してい

ることから、今後の財政運営はこれまで以上に厳しく

なるものと見込まれます。 

平成20年度予算は、厳しい財政環境のもとでの編成

となりましたが、施策の優先度に応じた財源の 適配

分を図るとともに、従前にも増して選択と集中を進め

るなど、限られた財源の重点的かつ効果的な活用に努

めたところであります。 

また、高利率の市債の繰り上げ償還を行いますほか、

市債発行を極力抑制し、プライマリーバランスの黒字

を達成するなど、財政運営の健全化を推進したところ

であります。 

この結果、平成20年度一般会計予算の総額は190億

9,384万8,000円となり、平成19年度の予算額と比較し

４億2,455万円、率にいたしますと2.3％の増となった

ところであり、子育て支援の拡充や中心市街地の活性

化、また市道を初めとする社会基盤の整備、教育環境

の改善など、本市の重要課題へこたえ得る予算編成が

できたものと考えております。 

次に、平成20年度の主な施策について、体系ごとに

申し上げます。 

まず、「市民との積極的な協働を進めるまちづく

り」について申し上げます。 

これからの、まちづくりには、市民と行政が共通の

問題意識と目標を持ち、それぞれが役割を担うことが

必要であり、行政運営の透明性・公平性の確保と、説

明責任を果たすために市の保有する情報を積極的に公

開し、情報の共有化を図りながら、市民の市政への積

極的な参画が促進されるよう努めてまいります。 

情報化の推進については、携帯電話の不感地域解消

のために、国庫補助事業によります移動通信用鉄塔施

設整備に取り組むとともに、夢ネット事業で整備いた

しました光ファイバーケーブルの通信事業者への開放

などにより、エリア拡大を促進してまいりたいと考え

ております。 

また、本年８月には地上デジタル放送久慈中継局及

び野田中継局からデジタル波が発信される予定であり

ますが、これに伴う市内の受信状況調査を実施するな

ど、難視聴対策に取り組んでまいります。 

広聴広報についてでありますが、市民からの提言等

を市政に反映させるため、市政懇談会の開催や、市長

への手紙などを実施するとともに、市民が広報誌の編

集に携る広報リポーター制度を創設し、市民との協働

による紙面づくりを進めてまいります。 

ＮＰＯ・ボランティアとの協働の推進については、 

ＮＰＯ・ボランティアとの協働ガイドラインに基づき、

協働に向けた事業の研究と情報の共有に努め、効果的

な協働を積極的に推進をいたします。 

男女共同参画の推進につきましては、各種研修の開

催や情報提供など普及・啓発活動を推進し、審議会等

への女性の積極的な登用や、リーダーの養成に努め、

男女がお互いを認め、ともに責任を担いながら、仕事

や家庭、地域を支える男女共同参画社会の推進に向け、

取り組んでまいります。 

コミュニティ活動の推進については、各種助成事業

の普及・啓発を行うとともに、地域づくり活動の活性

化を図る、地域コミュニティ振興事業補助金の補助率

を引き上げ、積極的な活用を推進いたしますほか、地

域固有の資源を生かした活動支援など、それぞれの地

域の個性が発揮されるよう努めてまいります。 

交流と連携の推進についてでありますが、当市が加

盟をいたしております、三圏域連携懇談会及び三陸沿

岸都市会議等において、社会基盤の整備・防災対策な

どの共通課題に対する取り組みを積極的に推進すると

ともに、本年４月に統合する広域組織を中心に、久慈

広域圏内の共通課題の解決に向け一層の連携強化に努

めてまいります。 

体験型教育旅行等については、これまで仙台市、首

都圏等を中心に、中学校や高等学校の誘致数は順調に

推移しているところでありますが、さらに取り組みを

強化し、平成20年度から国の連携事業として実施され

ます、全国の小学生を対象にした体験的な学習活動授

業の受け入れ地域として選定されるよう山・里・海を

活用したプログラムの充実と、受け入れ態勢の整備を

推進してまいります。 

 また、団塊世代を中心とした定住促進対策について

は、生活体験交流ツアーの実施や各種情報の発信によ

り地域の魅力をＰＲしながら、Ｕターン・Ⅰターン希

望者に久慈市が選ばれるよう取り組んでまいります。 

国際交流の推進については、国際的な視野を持った

人材の育成を図るため、引き続き中・高校生の海外派
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遣を行うとともに、市民の国際理解・交流を推進する

団体の支援に努めてまいります。 

 次に、「地域、みんなで支え合うまちづくり」につ

いて申し上げます。 

社会福祉については、市民の福祉活動への積極的参

加と福祉意識の醸成に努めるとともに、引き続き災害

時要援護者支援台帳の整備を図り、この情報を民生委

員及び関係機関・団体等と共有し災害時に備えた支援

体制の充実に努めてまいります。 

 高齢者福祉につきましては、健康で生きがいを持ち、

自立した生活を送ることができるよう、老人クラブ活

動助成事業や小地域において地域住民が主体となって

運営いたします、「ふれあいサロン事業」普及奨励な

ど、地域みんなで支えあうまちづくりの推進に努めて

まいります。 

 75歳以上の高齢者については、独立した後期高齢者

医療制度が４月から施行されますことから、運営主体

であります岩手県後期高齢者医療広域連合と連携をし、

市民への周知などスムーズな制度の実施に努めてまい

ります。 

 また、地域包括支援センターを核とし、高齢者が気

軽に相談できる体制を整備するとともに、心身ともに

健康な生活を維持できるよう介護予防事業の推進に努

めてまいります。 

なお介護が必要な高齢者が、できるだけ住みなれた

家や地域で生活できるよう、デイサービス及びホーム

ヘルプサービスなどの在宅サービスの充実に努めるほ

か、保険者業務を行う久慈広域連合と連携しながら、

安定した介護保険制度の運営を行ってまいります。 

 障害者福祉についてでありますが、障害者の日常生

活や社会生活における自立を支援するため、引き続き

障害福祉サービスや地域生活支援事業等の充実に努め

るとともに、関係機関等との連携を図りながら、障害

者自立支援法に基づく障害福祉計画の見直しに向けた

取り組みを進めてまいります。 

 保健・医療についてでありますが、医療機関・関係

団体等との連携のもとに、生活習慣病予防に関する特

定健診などの健診事業や健康教育・健康相談等の保健

指導事業を実施し、日常生活における健康管理と保健

予防に対する市民意識の高揚を図るとともに、安心し

て医療を受けられる医療体制の確保に努めてまいりま

す。 

 母子保健事業についてでありますが、公費負担の妊

婦健康診査の拡充を図るなど、母性並びに乳幼児の健

康の保持、増進に務めてまいります。 

 また、市民が心身ともに健康で、生き生きと暮らせ

るよう保健・医療・福祉など関係機関との連携を図り

ながら、心のケアの充実や食育など、心と体の健康づ

くりの推進に努めてまいります。 

 次に、「創造性豊な人材を育てるまちづくり」につ

いて申し上げます。 

 子育て支援の充実につきましては、世帯第３子以降

及び低所得者階層に配慮した保育料の見直しを行い、

保護者の負担軽減を図りますほか、病児・病後児保育

事業の実施など保育体制を拡充し、安心して産み育て

ることができる環境づくりに努めてまいります。 

 学校施設の整備につきましては、来内小学校の外構

工事を実施し、平成20年９月に事業完了を図りますほ

か、小学校の校内ＬＡＮの構築、校舎等の耐震補強工

事及び維持補修の実施、また、学校給食センターの本

体工事を進め、安全で快適な教育環境の整備に努める

とともに、久慈小学校の早期改築に向け、建設構想の

策定に着手してまいります。 

 学校教育については、確かな学力、豊な心、健やか

な身体の育成を目指し、少人数指導、複式学級の解消、

学校適応指導及び特別支援教育のための教員や支援員

を配置し、児童生徒一人ひとりに応じたきめ細かな指

導により、学び考える力・生きる力を育む教育、心と

命の教育の充実に努めてまいります。 

 また、当市を中心に開催されます、第30回東北中学

校総合体育大会及び第55回岩手県中学校総合体育大会

の野球競技を支援するなど、学校体育・運動部活動の

充実に努めてまいります。 

 生涯学習の充実につきましては、地域及び家庭の教

育力の向上のため、教育振興運動を支援いたしますほ

か、市民に身近な公民館活動などを通じて放課後子ど

も教室を初めとする学習機会の充実を図り、学習活動

や地域活動の振興に努めてまいります。 

 また、豊かで潤いのある生活と文化の薫り高いまち

づくりを推進するため、優れた芸術・文化の鑑賞機会

を充実させるとともに、文化遺産の保護・継承、児童

図書の整備・充実に努めてまいります。 

 山形地域の歴史や文化を後世に伝える山形村誌編さ

んについては、第１巻、民俗編の発刊をすすめてまい
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ります。 

 生涯スポーツの充実についてでありますが、市民の

スポーツへの関心を高め、運動習慣の日常化を図るこ

とによって、健康増進と体力づくりができる環境の整

備に努めるほか、体育施設の効率的な利用とサービス

の向上を促進してまいります。 

 柔道のまちづくりについては、柔道の普及発展と市

民の関心度の向上に努めるとともに、地域の活性化に

も生かしてまいります。 

 次に、「自然・地域を守るまちづくり」について申

し上げます。 

環境対策については、豊で恵まれた自然環境の保持

に努め、住みよい生活環境の創造と自然との共生を促

進するとともに、安らぎと潤い豊な自然環境を次世代

に引き継ぐため、良好な環境の保全に努めてまいりま

す。 

地球温暖化対策については、市民・事業者及び行政

が一体となり、二酸化炭素削減を実行し、地球環境保

護を推進してまいります。 

また、限りある資源を有効に利用し循環型社会を構

築するため、３Ｒ運動を推進するとともに、廃棄物の

適正処理の確保を妨げる不法投棄の根絶を図るなど、

「市民一人ひとりが快適に暮らせる環境共生都市」の

実現に努めてまいります。 

市民生活の充実につきましては、県からの権限移譲

を受けまして、本庁と総合支所においてパスポートの

申請・発行手続きを行いますほか、国の支援を活用し、

今後３カ年住民基本台帳カードの交付手数料を無料に

するなど、行政サービスの向上に努めてまいります。 

消費生活については、複雑多様化する消費者問題に

こたえるため、市民への的確な情報の提供を図るとと

もに、消費者救済資金貸付制度や相談事業の啓発など

関係機関と連携した消費者保護対策の充実を図ってま

いります。 

 また、勤労者生活安定資金融資制度の融資利率と限

度額を見直したところであり、今後とも勤労者の生活

安定と福祉の向上を図ってまいります。 

 交通安全・防犯対策の推進については、関係機関・

団体等との連携により、安全意識の高揚を図るととも

に、町内会等との協働により、安心して暮らせる生活

環境や、安全な交通環境の整備・充実に努めてまいり

ます。 

公共交通機関につきましては、市内11路線を運行す

る委託運行バスの安全・快適な運行に努め、児童、生

徒、高齢者等の足の確保を図ってまいります。 

 また、鉄道及びバスの積極的な利用促進運動を行い、

その運行の維持確保に努めてまいります。 

 エネルギー対策の推進についてでありますが、バイ

オマスエネルギーの活用に向け、民間事業者の取り組

みを支援するとともに、省資源・省エネルギーに対す

る市民意識の高揚を図るため、各種普及・啓発活動の

推進を図ってまいります。 

 災害防止対策については、県事業によります治水機

能強化のための防災工事等を推進するほか、普通河川

白山川の河川改良整備の促進など、自然災害に対する

市民の安全で安心な暮らしの実現を図ってまいります。 

 消防防災についてでありますが、災害から市民の生

命と財産を守るため、地域消防団員の確保による消防

団の充実や自主防災組織の育成とその連携に努め、自

助・共助に基づく地域防災力の向上を図るとともに、

消防車両の更新や消防水利の確保など、計画的に消防

防災体制の整備を進めてまいります。 

 また、地震・津波等の大災害時に際し、地域住民に

対する迅速かつ正確な情報の伝達を図るとともに、久

慈市地域防災計画の全面改正を行いその推進に努めて

まいります。 

 次に、「地域資源を生かし、賑わいを創出するまち

づくり」について申し上げます。 

 農業の振興についてでありますが、近年農家戸数の

減少や農業従事者の高齢化等、生産基盤の弱体化が懸

念される中、担い手の育成・支援が喫緊の課題となっ

ておりますことから、久慈市担い手育成総合支援協議

会や久慈地方園芸推進センターを核として、認定農業

者や集落営農組織への誘導や支援を積極的に展開して

まいります。 

 水田農業については、昨年の作つけ状況等を踏まえ、

奨励品種をいわてっこに集約して生産拡大を推進する

ほか、関係機関等と連携を図りながら、減科学肥料栽

培など、特色ある米づくりの推進に取り組んでまいり

ます。 

 園芸作物については、雨よけホウレンソウ・菌床シ

イタケの生産施設等の整備や、寒締めホウレンソウな

どの種子・資材等の購入に対する支援を継続するとと

もに、新たに雨よけホウレンソウの連作障害対策とし

－6－ 



て、薬剤による土壌消毒に対する支援を行い、産地化

の維持と収量の確保を図ってまいります。 

 新規就農者対策についてでありますが、その初期経

営を支援し、農業への確実な定着を促進する必要があ

りますことから、生産施設・機械設備等の利用料や資

金借り入れ償還金に対して、助成を行ってまいります。 

 遊休農地の解消については、再生産活動を行う団体

等に対して経費の一部を助成し、その解消に努めてま

いります。 

 地産地消の推進についてでありますが、地元の農林

水産物を活用した地産地消ふれあい給食を実施し、生

産者との交流を通じながら、児童・生徒の地産地消に

対する理解を育むとともに、食育の推進に取り組んで

まいります。 

 畜産振興につきましては、乳質の向上に向けた乳用

牛群の改良と受精卵移植技術活用による乳肉一貫生産

体制の確立を推進し、経営の安定・向上を図るととも

に、ブロイラー、養豚業の経営安定のため、価格差補

てん事業を推進してまいります。 

 短角牛振興については、商標登録された「山形村短

角牛」を広くアピールするとともに、ブランド化に向

けて関係機関・団体等と一体となって取り組んでまい

ります。 

 農業基盤の整備についてでありますが、農村地域の

生活環境の改善と、効率性の高い生産活動による農家

所得の向上を図るために、日野沢地区中山間地域総合

整備事業、大川目地区農業基盤整備事業及び、畑田地

区農道整備事業を推進してまいります。 

 また、地域住民の共同活動によります、農地・水・

環境保全向上対策事業については、農業用水等の資源

や環境の保全を推進するために、その対象地域の拡大

などに努めてまいります。 

 林業の振興についてでありますが、木材生産のみな

らず、森林の持つ多面的機能を高度に発揮させるため、

除間伐など森林整備の推進を図るほか、木の地産地消

の推進に努めてまいります。 

 特用林産物については、シイタケなどの栽培技術の

向上を図るため、各種研修会の開催や生産用ほだ木造

成に対する支援を行いますほか、マツタケ山環境整備

実証事業を継続して実施するとともに、木炭生産施設

の整備を支援し、日本一の炭の里づくりを推進してま

いります。 

 水産業の振興についてでありますが、近年、資源保

護のための漁獲制限や、地球規模で発生する自然災害

に加え、燃油高騰による漁家への影響が一層深刻化す

るなど、漁業を取り巻く環境が大きく変化しており、

つくり育てる漁業の推進が、ますます重要となってお

ります。 

このことから、二子漁場及び久喜漁場の造成による

漁場環境の整備を進めるとともに、横沼漁港及び小袖

漁港等の漁業生産基盤の整備を行うほか、桑畑・小袖

地区の漁業集落環境整備事業を推進し、安全で快適な

漁村づくりに努めてまいります。 

 また、アワビ、ウニ、ヒラメ及びサケの種苗放流に

加え、コンブ海中林の増設を推進するとともに、水産

物の主力商品候補として、ナマコの放流事業に取り組

んでまいります。 

 商店街の活性化については、昨年国の認定を受けま

した久慈市中心市街地活性化基本計画に基づき、各種

施策を展開することといたしており、街なか再生核施

設やませ土風館がいよいよ４月にオープンすることか

ら、観光交流センター風の館の指定管理により、民間

施設の土の館と連携し、各種情報の発信やイベントの

実施などによる魅力向上を図るとともに、商店会及び

久慈まちづくり幹事会等の自発的な各種ソフト事業を

支援しながら、街なかのにぎわいの創出に努めてまい

ります。 

 また、案内サイン及びポケットパークなどの整備を

進め、中心市街地全体の高質空間の形成を図るととも

に、憩いの空間として位置づけております、旧県立病

院跡地の整備に着手してまいります。 

加えて新たに、街なかテナントミックス誘導奨励補

助金を創設し、中心市街地への経営ノウハウや不足業

種の誘導を図るほか、街なか居住促進事業により定住

人口の維持・増加に努めてまいります。 

 中小企業の振興についてであります。企業の設備近

代化、経営安定化及び中小企業振興資金融資制度の活

用促進に努めるとともに、住宅リフォーム奨励事業を

継続して実施し、地域経済の活性化を図ってまいりま

す。 

 内発型産業の振興については、意欲的に取り組む起

業家に対し、久慈・ふるさと創造基金を活用して積極

的に支援するとともに、新たな事業展開を行う事業者

に対しては、県の新たな助成制度であります、いわて
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希望ファンドや、国の中小企業地域資源活用支援プロ

グラムによる計画認定及び補助金の活用に向けた支援

を行うほか、大学等と共同で研究開発を行う研究機関

等連携促進事業により、新たな商品開発等を支援して

まいります。 

 また、岩手大学との相互友好協力協定に基づき、引

き続き職員を派遣し、大学が持つ人的・知的財産を活

用しながら地域の未利用資源を生かした産業の創出や、

地域企業への技術支援を積極的に推進するほか、いわ

て産業振興センター及びジョブカフェ久慈等との連携

を図りながら、商品の開発・改良から販路の拡大等に

ついて支援してまいります。 

加えて、10月に開催する第39回久慈地方産業まつり

や、県内外での物産展等への積極的な参加を奨励し、

消費者ニーズの把握に努めるとともに、地場産品の一

層の販路拡大や特産品開発の促進を図ってまいります。 

 企業誘致についてでありますが、県北８市町村等で

構成されます、岩手県県北地域産業活性化協議会と連

携をし、人材育成事業などに取り組むほか、食産業、

電子部品産業及び造船業を中心とした輸送機器産業な

ど、地域の特性を生かした企業の誘致を推進するとと

もに、既存企業の操業環境の一層の向上を図るため、

フォローアップ訪問を強化しながら、企業の二次展開

や設備増強への積極的な支援を行い、地域経済の活性

化と雇用の場の確保に努めてまいります。 

 雇用対策についてでありますが、依然として厳しい

雇用状況に対応するため、学校施設建物工作物維持管

理事業などの就労機会創出特別事業を実施するほか、

久慈市雇用開発促進協議会と連携を図りながら、地域

雇用創造推進事業に取り組み、人材育成や雇用機会の

創出に努めてまいります。 

 また、事業主への雇用支援対策として、再就職緊急

支援奨励金交付制度を継続して実施し、より一層の活

用を促進してまいります。 

新規学卒者の就職対策については、新規学卒者求人

開拓に係る事業所訪問を引き続き実施し、雇用・就労

環境の改善に取り組んでまいります。 

観光の振興についてでありますが、社団法人久慈市

観光物産協会及び久慈広域観光協議会の自立に向けた

組織力強化を支援するほか、観光交流センター風の館

を中心とし、観光案内及び特産品の情報発信を図ると

ともに、久慈市街なか連携観光誘客推進協議会を初め、

関係団体等との連携を推進しながら、観光客の誘客に

努めてまいります。 

また、地域の伝統・文化の継承と、祭りの独自性を

創出するため、久慈秋まつりに手づくり山車により参

加する各組に対し、山車制作費の支援をしてまいりま

す。 

広域観光の振興については、八戸、二戸地域との三

圏域による連携事業の取り組みを進めてまいります。 

観光施設の整備についてでありますが、市内の豊な

自然や食、文化、体験などの観光資源の掘り起こしを

進めるとともに、久慈渓流鏡岩園地の公衆トイレの手

洗所の設置等、ポケットパークの整備や、平庭高原ス

キー場の圧雪車の更新など、観光施設の環境整備・充

実を図り、多様な観光ニーズが満たされるよう取り組

んでまいります。 

次に、「安全、快適なまちづくり」について申し上

げます。高規格幹線道路八戸・久慈自動車道について

は、八戸南環状道路、八戸南道路が一部開通したとこ

ろでありますが、青森県階上町から久慈北までの区間

は、一部で環境基礎調査が実施されているものの、い

まだに基本計画区間の位置づけでありますことから、

国等に対し、整備区間への早期格上げを図るよう強く

要望してまいります。 

三陸北縦貫道路については、中野バイパスが一部開

通したほか、普代バイパスにおいても整備が進められ

ておりますが、さらに一層の整備促進が図られるよう、

関係機関と一体となって国等に要望してまいります。 

国道281号については、県内90分構想の実現に向け、

よりグレードの高い高規格道路としての整備拡充と、

平庭トンネルの早期着工を強く要望してまいります。 

県道についてでありますが、主要地方道の野田山形

線・一戸山形線及び戸呂町軽米線の早期整備のほか、

一般県道の野田長内線の改良を初め、侍浜夏井線及び

大野山形線などの一層の整備促進を要望してまいりま

す。 

市道につきましては、久慈夏井線の調査設計等を初

め、上長内日吉町線の歩道整備に着手するほか、その

他の市道につきましても、道路改良舗装や交通安全施

設等の整備促進に努めてまいります。 

また、地域の実情を踏まえながら、市民と行政が連

携した市民協働道路維持補修事業を積極的に推進して

まいります。 
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港湾の整備につきましては、港湾機能と防災機能の 

早期発現のため、港湾活用型企業の立地を生かし、関

係団体と連携しながら、湾口防波堤の整備促進につい

て、国・県に強力に訴えてまいります。 

 また、港湾の利用促進を図るため、一層のポートセ

ールスに取り組むとともに、港湾活用型企業の誘致に

も積極的に取り組んでまいります。 

 都市基盤の整備についてでありますが、計画的な土

地利用を図るため、長期的な見通しに立ち、住民が主

体となったまちづくりを推進するとともに、都市公園

については、市民の憩いや安らぎの場として多様な機

能を兼ね備えておりますことから、指定管理者と連携

を図りながら、引き続き適正な維持管理に努めてまい

ります。 

街路事業についてでありますが、交通混雑の緩和と

市街地形成を促進するため、都市計画道路下長内旭町

線の田屋町から旭町間の整備を引き続き進めてまいり

ます。 

市営住宅についてでありますが、老朽化した栄町地

区住宅の改良設計に着手するとともに、今後の公営住

宅の総合的な活用を検討するため、公営住宅ストック

総合活用計画を策定し、良質な住環境の整備に努めて

まいります。 

また、木造住宅の耐震診断を行う市民に対する支援

を継続して実施し、災害に強いまちづくりを推進して

まいります。 

下水道事業についてでありますが、快適な居住環境

の創出と公共用水域の水質保全を図るため、川貫、西

の沢、田高、新築町及び旭町地区等の公共下水道の整

備を進めるとともに、浄化槽の設置についても引き続

き推進してまいります。 

市街地の浸水対策については、継続して西の沢ポン

プ場を整備するなど、逐次、浸水被害の解消に努めて

まいります。 

水道事業についてでありますが、引き続き配水管整

備等を実施し、良質な水道水の安定供給を図るととも

に、水道未普及地域の解消のために、山形町荷軽部地

区の簡易水道整備を進めてまいります。 

後に、これらの諸施策の推進方策についてであり

ますが、市政改革プログラムを着実に実行するととも

に、行政評価制度により、施策及び事務事業等の評

価・検証を踏まえ、効果的・効率的な市政運営に努め

てまいります。 

以上、平成20年度の市政運営に当たりまして、私の

所信の一端と施策の方針を申し述べましたが、これら

施策が円滑に推進され、所期の目的を達成できますよ

う、改めて市民並びに議員各位のご理解とご協力を賜

りますようお願いを申し上げます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

   日程第４ 教育委員会委員長教育行政方針演述 

○議長（下斗米一男君） 日程第４、教育委員会委員

長の教育行政方針演述であります。岩城教育委員会委

員長。 

    〔教育委員長岩城紀元君登壇〕 

○教育委員長（岩城紀元君） 今議会において、一般

会計予算案をご審議いただくに当たり、教育行政に係

る主要な施策についてご説明申し上げ、議員各位のご

理解とご協力を賜りたいと存じます。 

 教育を取り巻く環境は、大きな転換期を迎えており

ます。 

 教育三法の改正を初め、新しい教育基本法の理念を

踏まえた諸改革がスタートし、国民の教育再生への期

待が高まる中、当市においても国際化・情報化の進展、

少子化の進行への早急な対応が求められております。 

 このような中にあって、教育の不易性を基本に、当

市教育の現状と課題を踏まえ、教育現場を重視した教

育行政を推進する考えであります。 

 以下、教育行政施策の大要について申し上げます。 

 第１に、学校教育の充実について申し上げます。 

初めに、学び考える力・生きる力の育成についてであ

りますが、基礎的・基本的な知識や技能の習得と、こ

れらを活用する思考力・判断力・表現力などの能力を

育み、主体的に学習に取り組む態度を養うほか、読書

や家庭学習の充実に努めてまいります。 

 また、少人数指導や複式学級指導の充実等のために 

教員を配置し、学力向上に努めるほか、学力・学習状

況調査等の分析結果に基づく授業改善研究や、学校訪

問指導を進め、教員一人ひとりの指導力の向上と、各

学校の研修体制の充実を図ることにより、児童生徒の

学力向上に努めてまいります。 

 心と命の教育については、自他の生命を大切にする

心、他者を思いやる心、ボランティア精神などを育む

ため、道徳教育の充実を図るとともに、家庭や地域と

の連携・交流による体験活動の充実に努めてまいりま
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す。 

 また、不登校やいじめ対策については、適応支援相

談員などの配置、あるいは適応指導教室「あすなろ

塾」の開設を継続するほか、学校不適応児童生徒の早

期発見、早期対応のため心理検査を実施し、学校生活

への適応に向けて支援してまいります。 

 さらに、健康教育、安全教育及び食育の充実・改善

に努めてまいります。特にも、登下校の安全対策につ

きましては、スクールガードや関係機関と連携し、万

全を期してまいります。加えて、心豊かでたくましい

児童生徒の育成にかかわり、各種文化活動やスポーツ

活動において活躍した児童生徒・学校を称揚し、これ

ら活動の奨励を推進してまいります。 

 国際理解教育の充実については、外国語指導助手を

小中学校へ派遣するほか、中高生を海外へ派遣するこ

となどにより、国際的な視野を広げ、国際協調の精神

が養われることによって、国際社会に貢献できる人材

の育成に努めてまいります。 

 また、郷土を慈しみ、郷土の伝統・文化へ積極的に

かかわる態度の育成にも努めてまいります。 

 情報教育の充実については、情報化社会に対応でき

る児童生徒を育成するため、コンピュータを計画的に

整備するとともに、教職員に夢ネットの活用も含めた、

情報活用能力や情報モラルの育成に努めてまいります。 

 学習環境の充実については、総合的な学習の時間や

小規模校同士の集合学習の充実に努めるとともに、学

校図書や教材の整備・充実を図ってまいります。 

 また、今後一層進む少子化を見据え、次代を担う子

供たちにとって、望ましい教育環境を構築するため、

小中学校の再編に取り組んでまいります。 

 さらに、特別支援教育の充実については、くじかが

やきプランによる支援員を配置するとともに、小学校

就学時の教育相談体制を整備し、児童生徒一人ひとり

に光が当たる、きめ細かい特別支援教育を推進してま

いります。 

 学校給食については、給食を通じて食材の生産及び

流通過程や食文化を学ぶ場とすること、あるいは地元

食材や郷土食等を通じて、郷土愛を育成すること等、

食育の内容をさらに充実させてまいります。 

 また、改築する学校給食センターにつきましては、

衛生面の重視と食育機能の充実を図り、平成21年度の

使用開始に向け、鋭意取り組んでまいります。 

 第２に、生涯学習の充実について申し上げます。 

 家庭教育及び学習機会の充実については、市民の学

習意欲にこたえた生涯学習活動の支援に努めるほか、

教育振興運動の推進を通じて、地域や家庭の教育力の

向上を図るとともに、市内各地区において、放課後子

ども教室を継続実施し、安心、安全な居場所づくりを

推進してまいります。 

 文化施設の運営に当たっては、多様な要望にこたえ

るため、アンバーホールとおらほーるの一体的な管理

運営を推進しながら、市民活動の育成・助長と優れた

芸術・文化に接する機会の充実を図り、にぎわいのあ

る文化施設となるよう努めてまいります。 

 図書館機能の充実については、児童図書を初めとす

る図書の整備・充実に努めるほか、学校での読書活動

を支援するなど、役に立つ図書館を目指してまいりま

す。 

 地域文化の振興については、地域の歴史と風土に培

われた貴重な文化遺産の保護に努めるほか、旧長内中

学校校舎を活用した文化財の保管・展示施設の整備や、

民族芸能の伝承支援などに取り組んでまいります。 

 第３に、生涯スポーツの振興について申し上げます。 

生涯スポーツの充実については、各種スポーツ大会や

健康・体力づくり教室の開催など、市民が運動・スポ

ーツを体験できる機会の拡大を図るとともに、運動の

日常生活化によりもたらされる健康増進や、体力づく

りができるような環境づくりに努めてまいります。 

 競技スポーツについては、関係団体等との連携を図

りながら、選手強化や指導者養成への支援など、競技

力の向上に努めてまいります。 

 体育施設の有効活用については、指定管理者との連

携を一層強め、市民ニーズに合致した対応とサービス

の向上を図り、利用の促進に努めてまいります。 

 柔道のまちづくりについては、親しみやすい柔道の

普及に努めるとともに、三船十段杯争奪柔道大会など

を開催するほか、東北・北海道の強豪選手が参加する

第61回東北・北海道対抗柔道大会を招致し、柔道への

関心度の向上に努めてまいります。 

 このほか、平成28年に岩手県開催が内々定している

第71回国民体育大会について、関係団体等との連携の

もと、複数種目を視野に入れ鋭意、招致運動を展開し

てまいります。 

 以上、平成20年度の教育行政施策の大要について申
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し上げましたが、教育行政改革の緒に当たり、教育委

員会の責任体制の明確化や体制の充実などが求められ

ていることから、より高い使命感を持ち、家庭、地域

と一体となって、当市の教育振興に全力を傾注してま

いる所存であります。 

 議員各位には、深いご理解と一層のご支援、ご協力

を賜りますようお願い申し上げまして、私の教育行政

方針演述を終わります。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

    日程第５ 議案第１号から議案第33号まで 

○議長（下斗米一男君） 日程第５、議案第１号から

議案第33号まで報告第１号及び報告第２号を一括議題

といたします。 

 提出者の説明を求めます。山内市長 

    〔市長山内隆文君登壇〕 

○市長（山内隆文君） 提案をいたしました、議案第

33号「人権擁護委員候補者の推薦に関し意見を求める

ことについて」は、人事案件でありますので、私から

ご説明申し上げ、議員各位のご理解とご賛同を賜りた

く存じます。 

本案は、現在、人権擁護委員としてご活躍をいただ

いております、大橋栄太郎氏の任期が本年６月30日を

もって満了となりますことから、再び推薦しようとす

るものであります。 

大橋氏の経歴につきましては、議案に付してありま

す経歴書のとおりでありますが、小学校長、久慈教育

事務所教育相談員など、多年にわたり学校教育に携っ

ており、また平成14年からは人権擁護委員として優れ

た指導性と卓越した識見を備え、その公正で実直な人

柄から地域の信頼を得ているところであり、人権擁護

委員候補者として適任であると考え、再び推薦しよう

とするものであります。 

満場のご同意を賜りますようお願いを申し上げまし

て、提案理由の説明といたします。 

○議長（下斗米一男君） 工藤副市長。 

    〔副市長工藤孝男君登壇〕 

○副市長（工藤孝男君） 私からは、人事案件を除く

議案32件の提案理由及び報告２件についてご説明申し

上げます。 

 まず、議案第１号「平成20年度久慈市一般会計予

算」について申し上げます。 

平成20年度予算の編成に当たりましては、厳しい財

政環境を踏まえ、施策の優先度に応じた財源の 適配

分を図るとともに、従前にも増して選択と集中を進め

るなど、限られた財源の重点的かつ効果的な活用に努

めたところであります。 

 また、財政調整基金の残高確保や高利率の市債の繰

上償還を行うほか、市債発行を極力抑制するなど、財

政運営の健全化を推進したところであります。 

 以下、予算の概要について申し上げます。 

 １ページをお開き願います。 

第１条歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ

190億9,384万8,000円に定めようとするものでありま

す。この予算規模は、前年度予算額と比較いたしまし

て４億2,455万円、2.3％の増となっております。  

 次に、９ページをお開き願います。 

 歳入の主な項目につきまして、予算額及び前年度予

算額比較で申し上げます。 

 市税は40億2,906万4,000円、1.5％の増、地方交付

税は71億5,722万6,000円、2.5％の増でありますが、

このうち普通交付税は64億5,722万6,000円で、２億

8,209万8,000円、4.6％の増となります。ちなみに、

平成19年度の交付決定額と比較しますと7,845万1,000

円、1.2％の増となります。 

 国庫支出金は19億3,623万6,000円、0.7％の増、県

支出金は14億7,534万5,000円、6.7％の増、繰入金は

２億973万5,000円、35.6％の減、これは主に市債管理

基金繰入金の減によるものであります。市債は23億

2,780万円、8.9％の増となっております。 

 なお、地方譲与税を初め、道路特定財源につきまし

ては、現在の暫定税率が維持される前提で予算計上い

たしております。 

 次に、10ページ、11ページをお開き願います。 

歳出でありますが、目的別に主な項目について申し

上げます。 

総務費は19億7,098万3,000円、6.5％の減、主に市

議会議員ほか選挙執行経費の減によるものであります。 

 民主費は46億4,462万2,000円、2.0％の増、主に岩

手県後期高齢者医療広域連合、療養給付費負担金の増

によるものであります。 

 衛生費は12億825万4,000円、3.6％の減、主に久慈

広域連合負担金の減によるものであります。 

 農林水産業費は12億6,238万3,000円、3.4％の増、

主に農山漁村活性化プロジェクト支援事業費の増によ
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るものであります。 

 商工費は10億8,522万7,000円、9.2％の減、主に街

なか再生推進事業費の減であります。 

 土木費は19億8,739万4,000円、12.3％の増、主に道

路新設改良事業費、街路整備事業費の増であります。 

 消防費は８億7,641万3,000円、1.1％の減、主に防

災行政無線施設統合事業費の減であります。 

 教育費は27億7,382万円、23.0％の増、主に学校給

食センター建設事業費の増によるものであります。  

 公債費は29億8,042万円、2.0％の減などとなってお

ります。 

 次に、第２条債務負担行為でありますが、６ページ

の第２表のとおり、農業経営基盤強化資金利子補給ほ

か３件について債務を負担する行為をすることができ

る事項、期間及び限度額を定めようとするものであり

ます。 

 次に、第３条地方債でありますが、７ページの第３

表のとおり、地域コミュニティ振興基金事業ほか18件

について起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び

償還の方法を定めようとするものであります。 

 以上のほか、第４条及び第５条において、一時借入

金の借り入れ 高額、同一款内での流用できる経費に

ついて、それぞれ定めようとするものであります。 

 次に、119ページをお開きお願いします。 

 議案第２号「平成20年度久慈市土地取得事業特別会

計予算」でありますが、歳入歳出予算の総額をそれぞ

れ2,417万2,000円に定めようとするものであります。 

 歳入の主なものは、120ページのとおり一般会計繰

入金で、歳出の主なものは121ページのとおり公債費

であります。 

 次に、131ページをお開き願います。 

 議案第３号「平成20年度久慈市国民健康保険特別会

計予算」についてご説明申し上げます。 

 まず、第１条歳入歳出予算でありますが、歳入歳出

予算の総額を、事業勘定はそれぞれ42億6,762万4,000

円に、直営診療施設勘定はそれぞれ３億1,187万3,000

円に定めようとするものであります。 

 事業勘定の歳入の主なものは、133ページのとおり

国民健康保険税９億7,392万5,000円、国庫支出金13億

2,427万8,000円、前期高齢者交付金７億335万7,000円

などであります。 

 歳出は、134ページのとおり保険給付費27億8,415万

1,000円、後期高齢者支援金等５億2,617万5,000円、

共同事業拠出金５億1,061万3,000円などであります。 

 また、直営診療施設勘定の歳入の主なものは、155

ページのとおり診療収入１億3,062万8,000円、繰入金

１億1,301万5,000円などであります。 

 歳出は、156ページのとおり総務費１億5,825万

3,000円、医業費１億4,284万8,000円などであります。 

 次に、第２条地方債でありますが、直営診療施設勘

定について、157ページの第２表のとおり、医療機器

等整備事業について起債の目的、限度額、起債の方法、

利率及び償還の方法を定めようとするものであります。 

 次に、131ページに戻りまして、第３条一時借入金

でありますが、事業勘定について、その 高額を

6,000万円に定めようとするものであります。 

 第４条の歳出予算の流用でありますが、事業勘定の

保険給付費について、その予算に過不足を生じた場合、

同一款内において流用できるよう定めようとするもの

であります。 

 次に、179ページをお開き願います。 

 議案第４号「平成20年度久慈市老人保健特別会計予

算」でありますが、歳入歳出予算の総額をそれぞれ２

億6,743万4,000円に定めようとするものであります。 

 歳入の主なものは、180ページのとおり支払基金交

付金１億3,902万5,000円、国庫支出金8,560万4,000円

などであります。 

 歳出は、181ページのとおり医療諸費２億6,743万

3,000円などであります。 

 次に、191ページをお開き願います。 

 議案第５号「平成20年度久慈市後期高齢者医療特別

会計予算」でありますが、本年４月からの後期高齢者

医療制度の施行に伴い設置するものであり、歳入歳出

予算の総額をそれぞれ２億6,583万3,000円に定めよう

とするものであります。 

 歳入の主なものは、192ページのとおり後期高齢者

医療保険料１億8,090万2,000円、繰入金8,479万円な

どであります。 

 歳出は、193ページのとおり後期高齢者医療広域連

合納付金２億5,696万8,000円などであります。 

 次に、203ページをお開き願います。 

議案第６号「平成20年度久慈市介護サービス事業特

別会計予算」でありますが、歳入歳出予算の総額をそ

れぞれ１億1,140万5,000円に定めようとするものであ
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ります。 

 歳入につきましては、204ページのとおりサービス

収入に8,772万4,000円、繰入金に1,919万1,000円、諸

収入に449万円を計上いたしました。 

 歳出につきましては、205ページのとおり総務費に

3,470万8,000円、サービス事業費に7,669万7,000円を

計上いたしました。 

 次に、221ページをお開き願います。 

議案第７号「平成20年度久慈市魚市場事業特別会計

予算」でありますが、歳入歳出予算の総額をそれぞれ

2,646万円に定めようとするものであります。 

 歳入の主なものは、222ページのとおり使用料及び

手数料987万3,000円、繰入金1,655万2,000円でありま

す。 

 歳出は、223ページのとおり総務費785万6,000円、

公債費1,850万4,000円などであります。 

次に、239ページをお開き願います。 

議案第８号「平成20年度久慈市漁業集落排水事業特

別会計予算」でありますが、第１条歳入歳出予算の総

額をそれぞれ３億8,368万2,000円に定めようとするも

のであります。 

歳入の主なものは、240ページのとおり県支出金１

億3,500万円、繰入金8,824万円、市債１億2,570万円

であります。 

歳出は、241ページのとおり漁業集落排水管理費

2,574万6,000円、漁業集落排水事業費２億7,975万

8,000円、公債費7,817万8,000円であります。 

次に、第２条債務負担行為でありますが、242ペー

ジの第２表のとおり、水洗便所改造資金利子補給につ

いて、その事項、期間及び限度額を定めようとするも

のであります。 

次に、第３条地方債でありますが、243ページの第

３表のとおり、漁業集落排水事業について、起債の目

的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法を定め

ようとするものであります。 

 次に、263ページをお開き願います。 

 議案第９号「平成20年度久慈市工業団地造成事業特

別会計予算」でありますが、歳入歳出予算の総額をそ

れぞれ２万1,000円に定めようとするものであります。 

 歳入につきましては、264ページのとおり財産収入

に２万円、諸収入に1,000円を計上いたしました。 

 歳出につきましては、265ページのとおり事業費に

２万1,000円を計上いたしました。 

 次に、275ページをお開き願います。 

議案第10号「平成20年度久慈市公共下水道事業特別

会計予算」でありますが、第１条歳入歳出予算の総額

をそれぞれ14億2,878万円に定めようとするものであ

ります。 

 歳入でありますが、主なものは276ページのとおり

国庫支出金２億5,710万円、繰入金５億4,180万1,000

円、市債４億5,780万円を計上いたしました。 

 歳出でありますが、277ページのとおり下水道管理

費に１億1,539万6,000円、下水道事業費に７億4,296

万3,000円、公債費に５億7,042万1,000円を計上いた

しました。 

 第２条債務負担行為は、水洗便所改造資金利子補給

ほか１件について、278ページの第２表のとおり、そ

の事項、期間及び限度額を定めようするものでありま

す。 

第３条地方債は、279ページの第３表のとおり、下

水道整備事業について、起債の目的、限度額、起債の

方法、利率及び償還の方法を定めようとするものであ

ります。 

275ページに戻りまして、第４条の一時借入金は、

その 高額を６億円に定めようとするものであります。 

 次に、議案第11号「平成20年度久慈市水道事業会計

予算」についてご説明申し上げます。 

 １ページをお開き願います。 

 第２条業務の予定量は、３事業合わせて給水戸数を

１万4,524戸とし、年間総配水量は436万5,000立方メ

ートルを予定しております。 

 主要な建設改良事業は、取水施設整備事業5,784万

3,000円、配給水施設整備事業４億6,047万6,000円を

計上いたしました。 

 ２ページをお開き願います。 

 第３条収益的収入及び支出でありますが、収入の上

水道事業収益に６億6,461万9,000円、簡易水道事業収

益に6,137万8,000円、営農飲雑用水給水受託事業収益

に3,379万9,000円を計上いたしました。 

 支出でありますが、上水道事業費に６億8,021万

9,000円、簡易水道事業費に7,392万円、営農飲雑用水

給水受託事業費に3,237万円、３ページに移りまして、

予備費に500万円を計上いたしました。 

 次に、第４条資本的収入及び支出でありますが、収
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入は５億4,176万2,000円を、支出は７億3,239万4,000

円を計上いたしました。 

 ４ページをお開き願います。 

 第５条企業債でありますが、起債の目的、限度額、

起債の方法、利率及び償還の方法について表のとおり

定めようとするものであります。 

 次に、第６条一時借入金は、借入限度額を１億円に

定めようとするものであります。 

 第７条から５ページの第10条までは、地方公営企業

法の定めに従い、各項の流用することができる経費等

について、それぞれ記載のとおり定めようとするもの

であります。 

 次に、議案第12号「平成19年度久慈市一般会計補正

予算（第５号）」について申し上げます。 

今回の補正は、本年度 終補正となりますので、現

時点での事業費の 終見込み等により、調整を行った

ものであります。 

 １ページをお開き願います。 

第１条歳入歳出予算の補正は、既定の予算額から

8,429万6,000円を減額し、補正後の予算総額を198億

6,981万3,000円にしようとするものであります。款及

び項の補正額は、２ページからの第１表歳入歳出予算

補正のとおりであります。 

 次に、第２条繰越明許費でありますが、５ページの

第２表のとおり、街路整備事業ほか２件について、事

業費を翌年度に繰り越ししようとするものであります。 

 次に、第３条債務負担行為の補正は、６ページの第

３表のとおり、農業経営基盤強化資金利子補給ほか３

件を追加しようとするものであります。 

 次に、第４条地方債の補正は、８ページ、９ページ

の第４表のとおり、農道等整備事業ほか９件について、

その限度額を変更しようとするものであります。 

 次に、議案第13号「平成19年度久慈市土地取得事業

特別会計補正予算（第１号）」でありますが、今回の

補正は、土地開発基金利子収入の整理を行おうとする

もので、１ページのとおり、既定の予算額に歳入歳出

それぞれ17万6,000円を追加し、補正後の予算総額を

2,627万2,000円にしようとするものであります。 

 次に、議案第14号「平成19年度久慈市国民健康保険

特別会計補正予算（第２号）」でありますが、今回の

補正は、１ページのとおり、事業勘定につきましては、

既定の予算額から歳入歳出それぞれ１億4,241万8,000

円を減額し、補正後の予算総額を44億7,708万9,000円

にし、また、直営診療施設勘定につきましては、既定

の予算額から歳入歳出それぞれ799万3,000円を減額し、

補正後の予算総額を２億5,199万円にしようとするも

のであります。 

 事業勘定の補正の内容でありますが、実績見込みに

基づき、歳入につきましては、３ページのとおり療養

給付費等交付金を増額し、国庫支出金,共同事業交付

金等を減額し、歳出につきましては、４ページのとお

り諸支出金を増額、老人保健拠出金、共同事業拠出金

等を減額しようとするものであります。 

 また、直営診療施設勘定の補正の内容でありますが、

歳入につきましては、17ページのとおり繰入金等を増

額、診療収入、諸収入を減額し、歳出につきましては、

18ページのとおり総務費、医業費を減額、基金積立金

を増額しようとするものであります。 

 次に、議案第15号「平成19年度久慈市介護サービス

事業特別会計補正予算（第１号）」でありますが、今

回の補正は、１ページのとおり、既定の予算総額に歳

入歳出それぞれ97万1,000円を追加し、補正後の予算

総額を8,637万5,000円にしようとするものであります。 

 補正の内容でありますが、歳入につきましては、２

ページのとおり繰越金を増額、サービス収入、諸収入

を減額し、歳出につきましては、３ページのとおり総

務費、サービス事業費を増額しようとするものであり

ます。 

 次に、議案第16号「平成19年度久慈市魚市場事業特

別会計補正予算（第２号）」でありますが、今回の補

正は、１ページのとおり、既定の予算額から歳入歳出

それぞれ88万7,000円を減額し、補正後の予算総額を

2,622万6,000円にしようとするものであります。 

 補正の内容でありますが、歳入につきましては、２

ページのとおり使用料及び手数料並びに財産収入を増

額、繰入金を減額し、歳出につきましては、３ページ

のとおり総務費を増額、公債費を減額しようとするも

のであります。 

 次に、議案第17号「平成19年度久慈市漁業集落排水

事業特別会計補正予算（第３号）」でありますが、今

回の補正は、１ページのとおり、既定の予算額から歳

入歳出それぞれ100万2,000円を減額し、補正後の予算

総額を２億9,695万5,000円にしようとするものであり

ます。 
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 補正の内容でありますが、歳入につきましては、２

ページのとおり繰入金を減額し、歳出につきましては、

３ページのとおり漁業集落排水管理費及び漁業集落排

水事業費を減額しようとするものであります。 

 次に、議案第18号「平成19年度久慈市工業団地造成

事業特別会計補正予算（第２号）」でありますが、今

回の補正は、歳入につきまして３ページのとおり、財

産収入を2,384万7,000円増額し、諸収入を2,384万

7,000円減額しようとするものであり、予算総額の増

減はございません。 

 次に、議案第19号「平成19年度久慈市公共下水道事

業特別会計補正予算（第２号）」でありますが、第１

条歳入歳出予算の補正は、１ページのとおり、既定の

予算額から歳入歳出それぞれ5,251万3,000円を減額し、

補正後の予算総額を14億2,707万8,000円にしようとす

るものであります。 

 補正の内容でありますが、歳入につきましては、２

ページのとおり繰入金及び市債を増額し、歳出につき

ましては、３ページのとおり下水道管理費及び公債費

を減額しようとするものであります。 

 第２条繰越明許費は、４ページの第２表のとおり、

浸水対策下水道事業について、事業費を翌年度に繰り

越ししようとするものであります。 

 第３条地方債の補正は、６ページ、７ページの第３

表のとおり、限度額を変更しようとするものでありま

す。 

 次に、議案第20号「平成19年度久慈市水道事業会計

補正予算（第３号）」でありますが、１ページをお開

き願います。 

 第２条収益的収入及び支出の補正は、収入の上水道

事業収益を863万2,000円減額、簡易水道事業収益を

1,921万5,000円増額、営農飲雑用水給水受託事業収益

を864万4,000円減額しようとするものであります。 

 また、支出は、上水道事業費を1,988万4,000円減額、

簡易水道事業費を1,871万6,000円増額、営農飲雑用水

給水受託事業を864万3,000円減額しようとするもので

あります。 

 次に、第３条資本的収入及び支出の補正であります

が、２ページをお開き願います。 

 収入を１億740万5,000円増額しようとするものであ

ります。 

 また、支出を7,299万6,000円増額しようとするもの

であります。 

 次に、第４条企業債の補正でありますが、表のとお

り、簡易水道施設整備事業について、その限度額を変

更するとともに、借換債を追加しようとするものであ

ります。 

 次に、第５条他会計からの補助金の補正であります

が、１億2,250万4,000円を１億2,276万8,000円に変更

しようとするものであります。 

 次に、議案第21号｢一般職の職員等の旅費に関する

条例の一部を改正する条例｣でありますが、この条例

は、現地経費を支給する区域を見直すとともに、所要

の改正をしようとするものであります。 

 次に、議案第22号｢手数料条例の一部を改正する条

例｣でありますが、この条例は、戸籍法及び住民基本

台帳法の一部改正に伴い、所要の整理をするとともに、

住民基本台帳カードの交付に係る手数料について、特

例措置を設け、本年４月１日から平成23年３月31日ま

での間に行われた、申請に係る手数料を無料にしよう

とするものであります。 

 次に、議案第23号「後期高齢者医療に関する条例」

でありますが、この条例は、普通徴収に係る保険料の

納期等、市が行う後期高齢者医療の事務について定め

ようとするものであります。 

 次に、議案第24号「国民健康保険条例の一部を改正

する条例」でありますが、この条例は、特定健康診査

等の実施及び岩手県国民健康保険団体連合会が経営す

る健康管理施設「ひまわり荘」の廃止等に伴い、所要

の改正をしようとするものであります。 

 次に、議案第25号「健康保険法等の一部を改正する

法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例」であ

りますが、この条例は、健康保険法等の一部を改正す

る法律の施行に伴い、関係条例について所要の整理を

しようとするものであります。 

 次に、議案第26号「市税条例の一部を改正する条

例」でありますが、この条例は、健康保険法等の一部

改正に伴い、国民健康保険税の特別徴収について定め

るとともに、合併前の山形村の区域に住所を有する者

に対する国民健康保険税の所得割額等を改めようとす

るものであります。 

 次に、議案第27号「中心市街地における商業基盤施

設に係る固定資産税の不均一課税に関する条例」であ

りますが、この条例は、中心市街地の活性化に関する
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法律第41条第１項に規定する認定特定民間中心市街地

活性化事業計画に係る、同法第48条の規定により定め

られた商業基盤施設を設置した者に対する固定資産税

の不均一課税に関し、必要な事項を定めようとするも

のであります。 

 次に、議案第28号「平庭高原施設事業財政調整基金

条例を廃止する条例」でありますが、この条例は、平

庭高原施設事業経営が指定管理者へ移行したことに伴

い、同特別会計を廃止しましたことから、今般、基金

の全額を取り崩し、一般会計に繰り入れて施設修繕事

業に充当することにより、所期の目的を達成したので

廃止しようとするものであります。  

 次に、議案第29号「岩手県市町村総合事務組合を組

織する地方公共団体の数の減少及び岩手県市町村総合

事務組合規約の一部変更の協議に関し議決を求めるこ

とについて」でありますが、本案は、本年３月31日に

久慈地区広域行政事務組合が解散されること、及び久

慈広域連合の常勤の職員に係る退職手当の支給に関す

る事務等を本年４月１日から共同処理することに伴う

岩手県市町村総合事務組合規約の一部変更に関し、所

要の手続きを経ようとするものであります。 

 次に、議案第30号「財産の交換に関し議決を求める

ことについて」でありますが、本案は、公営林におけ

る市及び岩手県の立木に持分権の共有関係を解消する

ため、財産を交換しようとするものであります。 

 次に、議案第31号「市道路線の認定に関し議決を求

めることについて」でありますが、ご提案申し上げて

おります川貫東線は、路線沿いに住宅が建ち並ぶ道路

であり、住民の利用度が高く公共性が高いと認められ

ることから、市道に認定しようとするものであります。 

 次に、議案第32号「市道路線の変更に関し議決を求

めることについて」でありますが、ご提案申し上げて

おります北野２号線は、団体営農道整備事業で農業集

落道として整備された道路であり、その終点を市道北

野線の接続部に変更しようとするものであります。 

 次に、報告第１号及び報告第２号「職員による自動

車事故に係る損害賠償事件に関する専決処分の報告に

ついて」申し上げます。 

 まず、報告第１号でありますが、本件は、平成19年

11月14日、市内長内町地内で発生した市保有の軽自動

車による車両損傷事故に係る損害賠償の額の決定及び

これに伴う和解について、地方自治法第180条第１項

の規定に基づき専決処分をしたので、同条第２項の規

定により報告するものであります。 

 次に、報告第２号でありますが、本件は、平成19年

12月28日、久慈市役所東側駐車場内で発生した市保有

の普通乗用車による車両損傷事故に係る損害賠償の額

の決定及びこれに伴う和解について、報告第１号と同

様に地方自治法第180条第１項の規定に基づき専決処

分を行いましたので、同条第２項の規定により報告す

るものであります。 

 なお、職員の交通事故防止につきましては、今後さ

らに安全運転の意識醸成と励行に努めてまいりたいと

考えております。 

 以上で、提案理由及び報告の説明といたします。 

 よろしくご審議、ご決定を賜りますようお願い申し

上げます。 

○議長（下斗米一男君） これより提出議案に対する

総括質疑に入ります。 

 質疑を許します。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下斗米一男君） 質疑を打ち切ります。 

 次に、議案の委員会付託についてお諮りいたします。 

 まず、議案第１号から議案第11号までの平成20年度

各会計予算は、議長を除く25人の委員をもって構成す

る予算特別委員会を設置し、これに付託の上、審査す

ることにしたいと思います。これにご異議ありません

か。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下斗米一男君） ご異議なしと認めます。よ

って、そのように決定いたしました。 

 この際、ただいま設置されました予算特別委員会の

委員長及び副委員長を委員会条例第８条第２項ただし

書きの規定により、当職において指名いたしたいと思

います。これにご異議ありませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下斗米一男君） ご異議なしと認めます。 

 委員長に中平浩志君、副委員長に山口健一君を指名

いたします。これにご異議ありませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下斗米一男君） ご異議なしと認めます。よ

って、ただいま指名のとおり選任されました。 

 次に、議案21号から議案第28号まで及び議案第30号

から議案第32号までの以上11件は、お手元に配付の議
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案付託表のとおり、それぞれ所管の常任委員会に付託

いたします。 

 次に、付託省略議案について、お諮りいたします。 

 議案第12号から議案第20号までの補正予算、議案第

29号「岩手県市町村総合事務組合を組織する地方公共

団体の数の減少及び岩手県市町村総合事務組合規約の

一部変更の協議に関し議決を求めることについて」、

議案第33号「人権擁護委員会候補者の推薦に関し意見

を求めることについて」以上11件は、委員会の付託を

省略し、本日審議することにいたしたいと思います。

これにご異議ありませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下斗米一男君） ご異議なしと認めます。よ

って、そのように決定しました。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

    日程第６ 議案第33号 

○議長（下斗米一男君） 日程第６、議案第33号「人

権擁護委員候補者の推薦に関し意見を求めることにつ

いて」を議題といたします。 

 質疑を許します。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下斗米一男君） 質疑を打ち切ります。 

 それでは、採決いたします。議案第33号「人権擁護

委員候補者の推薦に関し意見を求めることについて」

は異議がない意見とすることにご異議ありませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下斗米一男君） ご異議なしと認めます。 

 よって、議案第33号は異議がない意見とすることに

決定しました。 

 この際、暫時休憩いたします。再開は、午後１時と

いたします。 

午前11時40分  休憩 

──────────────────── 

午後１時00分  再開 

○議長（下斗米一男君） 休憩前に引き続き会議を開

きます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

    日程第７ 議案第12号 

○議長（下斗米一男君） 日程第７、議案第12号「平

成19年度久慈市一般会計補正予算（第５号）」を議題

といたします。 

 議案の審議方法についてお諮りいたします。第１条

歳入歳出予算の補正については、歳入歳出ともそれぞ

れ款ごとに説明を受け、審議を行うことにしたいと思

います。これにご異議ありませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下斗米一男君） 異議なしと認めます。よっ

て、そのように決定しました。 

 第１条歳入歳出の補正、歳入、11款分担金及び負担

金、説明を求めます。末﨑総務企画部長。 

○総務企画部長（末﨑順一君） それでは、事項別明

細書によりご説明申し上げます。 

14ページになります。 

歳入、11款分担金及び負担金、２項負担金でありま

すが、１目民生費負担金に実績見込みにより、私立保

育所運営費1,913万7,000円の増額を計上いたしました。 

以上です。 

○議長（下斗米一男君） 質疑を許します。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下斗米一男君） 質疑を打ち切ります。 

 13款国庫支出金、説明を求めます。末﨑総務企画部

長。 

○総務企画部長（末﨑順一君） 13款国庫支出金、１

項国庫負担金でありますが、１目民生費負担金は、実

績見込みにより、国民健康保険基盤安定制度15万円の

増ほか３件の減、１件の増、合わせて1,393万3,000円

の増額、４目災害復旧費負担金は、事業費の確定見込

みにより土木施設災害復旧事業1,036万1,000円の減額、

国庫負担金は、合わせて357万2,000円の増額を計上い

たしました。 

 ２項国庫補助金でありますが、１目総務費補助金は、

市町村合併推進体制整備費補助金300万円の減額、２

目民生費補助金は、障害程度区分等認定審査運営事業

51万7,000円の減ほか３件の減、合わせて777万3,000

円の減額、５目土木費補助金は、実績見込みにより、

道路新設改良事業2,365万円の減ほか１件の増、合わ

せて2,352万3,000円の減額、６目教育費補助金は、実

績見込みにより、スクールバス購入事業46万4,000円

の減額、国庫補助金は合わせて3,476万円の減額を計

上いたしました。 

 以上です。 

○議長（下斗米一男君） 質疑を許します。17番小野

寺勝也君。 

○17番（小野寺勝也君） １点お聞かせをいただきま
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す。地域住宅交付金、 近聞く事業ですけれども、た

しかこれは耐震改修の助成事業等にも使える制度だと

思うのですが、この地域住宅交付金について内容を教

えて下さい。 

○議長（下斗米一男君） 嵯峨建設部長。 

○建設部長（嵯峨喜代志君） 資料を取り寄せてお答

え申し上げます。 

○議長（下斗米一男君） 答弁を保留いたしまして、

質疑がなければ、質疑を打ち切ります。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり。〕 

○議長（下斗米一男君） 14款県支出金、説明を求め

ます。末﨑総務企画部長。 

○総務企画部長（末﨑順一君） 14款県支出金、１項

県負担金でありますが、１目民生費負担金は、実績見

込みにより、国民健康保険基盤安定制度77万8,000円

の増、ほか１件の増、１件の減、合わせて932万3,000

円の増額を計上しました。 

 ２項県補助金でありますが、１目総務費補助金は、

交通指導員設置費５万6,000円の減ほか１件の減、合

わせて1,430万円の減額、２目民生費補助金は、重度

心身障害者医療給付費235万9,000円の増、ほか２件の

減、５件の増、合わせて1,047万9,000円の増額。16ペ

ージになります、３目衛生費補助金は、実績見込みに

より、浄化槽設置整備事業86万1,000円の減額、５目

農林水産業費補助金は、事業費の確定見込み等により、 

新いわて農業担い手支援総合対策事業914万6,000円の

減、ほか９件の減、合わせて1,828万9,000円の減額、

６目商工費補助金は、マルサ嵯峨商店の工場立地にか

かる企業立地促進事業1,660万円の増額、８目教育費

補助金は、放課後子ども教室推進事業160万5,000円の

減額、９目災害復旧費補助金は、事業費の確定見込み

により、林業施設災害復旧事業259万5,000円の増額、

県補助金は合わせて、538万1,000円の減額を計上をい

たしました。       

３項委託金でありますが、１目総務費委託金は、土

地利用規制等対策費３万8,000円減額、６目消防費委

託金は、水門管理11万7,000円の減額、７目教育費委

託金は、外里遺跡発掘調査事業295万6,000円の減額、

委託金は、合わせて311万1,000円の減額を計上いたし

ました。 

以上です。 

○議長（下斗米一男君） 質疑を許します。18番城内

仲悦君。 

○18番（城内仲悦君） 第１点は民生費補助金のつど

いの広場事業３分の２補助費で383万4,000円になって

おりますが、今回の補正計上ですから事業そのものは

終局にきていると思うのですが、具体的な内容をお聞

かせいただきたいと思います。 

 もう１点は、県委託金の教育費委託金の関係で、外

里遺跡の関係ですが、大川目の圃場整備の関連の関連

道にたしか遺跡があるということで、進んでいるとい

うふうに考えますが、これは今年度で終わるのかもう

少しかかる予定なのか、その辺の事業の経過と終局は

いつごろに調査が終了するのか、含めてお聞かせいた

だきたい。 

○議長（下斗米一男君） 菅原健康福祉部長。 

○健康福祉部長（菅原慶一君） １点目のつどいの広

場の事業についてご説明申し上げます。この事業につ

きましては、子育ての悩みやストレスなどを持ちます

親に対しまして、講習会や相談活動援助事業を行って

いるものでございます。今回の補正につきましては、

当初、国庫補助金を予定しておりましたけれども、国

庫支出金から今回、県の支出金に計上がえするもので

ございます。 

以上です。 

○議長（下斗米一男君） 大湊教育次長。 

○教育次長（大湊清信君） 外里遺跡発掘の関係です

が、当初計画いたしましたのは1,620平方メートル予

定しておりまして、今年度実は、640平方メートルの

発掘作業が終了しております。残り980平方メートル

ありますが、これは20年度に継続して実施してまいり

たいということでございます。ただ内容的には、縄文

の前期、中期の遺物、それから近世の製鉄の遺跡関係

がございまして、思ったより埋蔵物が多かったという

ことで作業量がふえた関係で、２カ年にわたる内容に

変わったということで、ご了承いただきたいと思いま

す。 

○議長（下斗米一男君） 質疑を打ち切ります。この

際、小野寺勝也君の歳入13款の質疑に対する保留中の

地域住宅交付金の答弁を求めます。 

○議長（下斗米一男君） 卯道産業振興部長 

○産業振興部長（卯道勝志君） 答弁を保留しており

ました補助金についてお答えを申し上げたいと思いま

す。これは産業振興部が行っております住宅リフォー
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ム奨励事業に対する補助金でございまして、45％の補

助率ということでございます。ご質問のありました対

象事業等につきましては、事業メニューとしてあるわ

けでございますが、現在、当部の住宅リフォーム事業

に導入をいたしているものでございます。 

以上でございます。 

○議長（下斗米一男君） 15款財産収入、説明を求め

ます。末﨑総務企画部長。 

○総務企画部長（末﨑順一君） 15款財産収入、１項

財産運用収入でありますが、１目財産貸付収入は、市

有林貸付料６万3,000円の増額、２目利子及び配当金

は、財政調整基金利子107万7,000円の増、ほか６件の

増、合わせて319万5,000円の増額、財産運用収入は合

わせて325万8,000円の増額を計上いたしました。 

２項財産売払収入でありますが、１目不動産売払収

入に、立木売払収入140万6,000円の増額を計上いたし

ました。 

以上です。 

○議長（下斗米一男君） 質疑を許します。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下斗米一男君） 質疑を打ち切ります。 

 16款寄附金、説明を求めます。末﨑総務企画部長。 

○総務企画部長（末﨑順一君） 16款寄附金、１項寄

附金でありますが、２目教育費寄附金に17万9,000円

の増額を計上いたしました。 

以上です。 

○議長（下斗米一男君） 質疑を許します。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下斗米一男君） 質疑を打ち切ります。 

 17款繰入金、説明を求めます。末﨑総務企画部長。 

○総務企画部長（末﨑順一君） 18ページになります。 

17款繰入金、１項基金繰入金でありますが、１目財政

調整金繰入金269万1,000円の減、ほか２件の減、１件

の増、合わせて1,875万9,000円の減額、２項特別会計

繰入金でありますが、土地開発基金利子の整理のため、

１目土地取得事業特別会計繰入金17万7,000円の増額

を計上いたしました。 

以上です。 

○議長（下斗米一男君） 質疑を許します。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下斗米一男君） 質疑を打ち切ります。 

 19款諸収入、説明を求めます。末﨑総務企画部長。 

○総務企画部長（末﨑順一君） 19款諸収入、２項市

預金利子でありますが、歳計現金の預金利子200万円

の増額。 

４項雑入は、実績見込みにより、交通災害共済加入

推進事務費特別交付金３万1,000円の減、ほか４件の

減、５件の増、合わせて4,296万3,000円の増額を計上

いたしました。 

以上です。 

○議長（下斗米一男君） 質疑を許します。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下斗米一男君） 質疑を打ち切ります。 

 20款市債、説明を求めます。末﨑総務企画部長。 

○総務企画部長（末﨑順一君） 20款市債、１項市債

でありますが、実績見込み及び同意見込み等により、

農道等整備事業債170万円の減、他２件の増、７件の

減。20ページになります、市債は、合わせて１億430

万円の減額を計上いたしました。 

以上です。 

○議長（下斗米一男君） 質疑を許します。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下斗米一男君） 質疑を打ち切ります。 

 次に、歳出、補正予算給与費明細書及び１款議会費、

説明を求めます。末﨑総務企画部長。 

○総務企画部長（末﨑順一君） 46ページになります。

補正予算給与費明細書、１の特別職でありますが、 

表の一番下の比較欄でご説明を申し上げます。 

議員は報酬５万7,000円、期末手当234万2,000円、

共済費18万6,000円、合わせて258万5,000円の減額、

その他の特別職は、報酬152万3,000円の増、これは、

主に消防団員報酬の増によるものであります。特別職

全体では、106万2,000円の減額となります。 

次に、２の一般職（１）総括でありますが、比較欄

でご説明を申し上げます。 

共済費で5,196万7,000円の増となっておりますが、

これは、退職手当特別負担金の増によるものでありま

す。以上で、給与費明細書の説明を終わります。 

それでは、前に戻っていただきまして、22ページに

なります。 

歳出、１款議会費、１項議会費でありますが、実績

見込みにより、議員報酬258万5,000円の減、ほか４件

の減、合わせて371万9,000円の減額を計上いたしまし

た。 
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以上です。 

○議長（下斗米一男君） 質疑を許します。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下斗米一男君） 質疑を打ち切ります。 

 ２款総務費、説明を求めます。末﨑総務企画部長。 

○総務企画部長（末﨑順一君） ２款総務費、１項総

務管理費でありますが、１目一般管理費は、実績見込

み及び負担金の確定見込み等により、支所及び行政区

域整備審議会委員報酬６万円の減、ほか14件の減、２

件の増、合わせて5,269万5,000円の増額。４目会計管

理費は、会計管理事務経費、49万円の減額。５目財産

管理費は、庁舎維持管理費57万円の減、ほか１件の減、

２件の増、合わせて86万5,000円の増額。６目企画費

は実績見込み及び補助金等の確定見込みにより土地利

用対策経費３万9,000円の減、他６件の減、３件の増、

合わせて1,813万9,000円の減額。 

24ページになります。８目交通安全対策費は、交通

指導員活動経費53万円の減、ほか３件の減、合わせて

75万1,000円の減額。９目諸費は、市民生活安全運動

推進経費７万2,000円の減、ほか１件の減、合わせて

141万円の減。総務管理費は合わせて2,277万円の増額

を計上いたしました。 

２項徴税費でありますが、２目賦課徴収費に、市県

民税等賦課経費214万円の減、ほか１件の減、１件の

増、合わせて282万5,000円の増額を計上いたしました。 

３項戸籍住民基本台帳費でありますが、１目戸籍住

民基本台帳費に事務経費１万5,000円の減、ほか１件

の組み替えを計上いたしました。 

26ページになります。 

 ５項統計調査費でありますが、１目統計調査総務費

に事務経費30万円の減額を計上いたしました。 

 ６項監査委員費でありますが、１目監査委員費に監

査委員報酬３万3,000円の減、ほか１件の減、合わせ

て31万6,000円の減額を計上いたしました。 

以上です。 

○議長（下斗米一男君） 質疑を許します。18番城内

仲悦君。 

○18番（城内仲悦君） ２款１項１目ですが、退職手

当特別負担金が予算計上されたわけです。そこで、12

月議会では答弁はなかったことですけども、今回、退

職なさる方が確定したわけですけども、いわゆる、部

長級何人、課長級何人、あるいは、係長というのは今

いませんけども、そういったもとの退職者数と、定年

前に退職される方は何になるのか、全体のそれぞれの

数とですね、定年前の数を、それぞれお聞かせくださ

い。 

○議長（下斗米一男君） 末﨑総務企画部長。 

○総務企画部長（末﨑順一君） 退職手当特別負担金

にかかわって退職者は何人かというご質問でございま

すけれども、定年退職につきましては、法律で定めら

れておりますので、それはわかるわけでございますの

で、それについてはお答えをしたいと思います。19年

度末になりますけども、定年退職を見込んでいる者が

部長級が４人、課長級が５人、総括級が２人、それか

らそのほかに広域行政事務組合に派遣している職員が

おりますけれども、部長級が１名、そのほか一般級で

はございますが、あわせて16人と見込んでいるところ

でございます。それから、それ以外に退職する職員が

何人かということでございますけれども、これは、今

の段階、あくまでも今の段階で見込んでおりますのが

14名程度であろうというふうに考えているところでご

ざいます。これは、現段階での話でございますので、

まだこれはわからない部分があります。ご理解いただ

きたいと思います。 

以上です。 

○議長（下斗米一男君） 質疑を打ち切ります。 

３款民生費、説明を求めます。末﨑総務企画部長。 

○総務企画部長（末﨑順一君） ３款民生費、１項社

会福祉費でありますが、１目社会福祉総務費は、実績

見込み及び特別会計の決算見込みにより、障害者の住

みよい街づくり推進事業費３万9,000円の減、ほか６

件の減、５件の増、１件の組み替え、合わせて682万

円の減額。 

 ２目老人福祉費は、敬老事業経費、90万1,000円の

減、ほか７件の減、１件の増、合わせて2,378万6,000

円の減額、社会福祉費は、合わせて3,060万6,000円の

減額を計上いたしました。 

 28ページになります。 

２項児童福祉費でありますが、１目児童福祉総務費

は、児童福祉審議会委員報酬９万6,000円の減、ほか

３件の増、４件の減、合わせて66万4,000円の減額。 

２目児童福祉運営費は、実績見込みにより、民間保

育所児童保育委託料3,842万3,000円の増、ほか２件の

減、１件の増、合わせて2,738万7,000円の増額。 
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３目児童福祉施設費は、保育施設整備事業15万

5,000円の減額、児童福祉費は、合わせて2,656万

8,000円の増額を計上いたしました。 

以上です。 

○議長（下斗米一男君） 質疑を許します。18番城内

仲悦君。 

○18番（城内仲悦君） 児童福祉総務費に関連して１

点お聞かせ願いたいのですが、実は、先日、教育民生

委員会協議会で、来内小学校と保育園の合築施設を委

員会協議会で視察してきました。そこでお伺いしたい

んですが、特にこの保育所についてですけども、現場

に行きましたら保育室といわゆる職員室というような

ところがあるのですが、そこにドアもなく、まさにそ

の保育室と事務室と、事務室の奥に流しみたいのがあ

りますけども、それが一体となった設計になっていた

のを見てびっくりしました。現場の職員さんから聞い

ても、職員室がなくて困るような話も聞いてきました。

そういった意味で、合築そのものについては非常によ

いことだなと、学校そのものも見させていただいたし、

学校の方についてはきちんと職員室が配置をされて、

しかも校庭で遊ぶ子供たちが職員室から見えるような

状況の中で設計をされていましたが、この保育園につ

いて、設計上こうなったのか。当然保育士さんたち関

係者の声は、やっぱりきちんとした職員室は欲しかっ

たということがあったかと思うのですが、この辺がど

うして生かされないで現在の設計になったのかお聞か

せいただきたいと思います。 

○議長（下斗米一男君） 菅原福祉事務所長。 

○福祉事務所長（菅原慶一君） 来内保育所にかかわ

ってのお尋ねでございますけれども、基本的には古い

方の来内保育所につきましては、来内小学校の片隅と

いいますと変ですけども、あったわけです。おおむね

そこからの面積を基準に当初設計をいたしました。そ

れで現場との協議の段階で、できるだけ設計の方にも、

現場というか保育体制の方の話も進めていったわけで

すけれども、結果的にいずれ面積そのものが大きくは

とれなかったところと思っております。いずれ、事務

的にそのような影響が出るというふうな格好になりま

すと、それなりに工夫は進めてまいりたいと思ってお

ります。 

以上です。 

○議長（下斗米一男君） 18番城内仲悦君。 

○18番（城内仲悦君） 今の答弁だと、面積上といい

ますか、設計段階では面積に制限があってという答弁

なんです。ただ現時点で、かなり今の状況から、現場

の要求にこたえるというのは工夫するにも極めて難し

い部分があると見てきたのです。その辺は廊下をつぶ

したりというのはあるんでしょうけども、いずれこれ

はにわかにはいかないわけですが、やはり現場の声を

聞くとということが大事だし、今後もいずれこういっ

た形の施設をつくっていくことになるのかと思います。

そういった意味では、現場の声を聞くと、やはり職員

室がないというのは極めて私は問題だと思うし、職員

会議は子供たちが帰ってからやるのかということにな

るわけですし、そういった部分も出てくるわけですね。

そういった点、今後使うにつれていろいろそういった

問題点が出てきたときには、きちんと対応していくと

いうのは大事だと思うのですが、そういう点での対応

について、今すぐということはできないでしょうし、

いずれ問題が上がってきた段階で工夫も必要だろうし、

さまざま必要だと思うのですが、そういった点で対応

していかなきゃならない課題だと思うんで、その点、

お聞かせ願いたいと思います。 

なお、つけ加えますけども、学校については校長先

生あるいは職員室の方々ともお会いしましてきました

けども、非常に使い勝手がよいという話しをされてき

ました。そういった点では学校側についてはかなり、

それなりの配慮がなされてきたという部分があったわ

けですけども、しかしこの部分については十分な配慮

がなされていなかったことについては非常に残念であ

りますが、今後対応をしっかりやっていただきたいな

というふうに思いますので、再度その方向についてお

聞かせをいただきたいと思います。 

○議長（下斗米一男君） 菅原福祉事務所長。 

○福祉事務所長（菅原慶一君） 来内保育所につきま

しては、非常に語弊がありますけども、非常に希望者

が多かったと、利用者の希望が多いということで今年

度は若干狭いかなと感じてございます。いずれ、その

辺についてはご存知のとおり、保育所については月ご

とでもかなり異動がございます。それでこちらとして

も、非常にふえたとき減ったときの対応については、

弾力的にそのように対応してまいりたいと、そのよう

に思っております。 

以上です。 
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○議長（下斗米一男君） 質疑を打ち切ります。 

４款衛生費、説明を求めます。末﨑総務企画部長。 

○総務企画部長（末﨑順一君） ４款衛生費、１項保

健衛生費でありますが、１目保健衛生総務費は、実績

見込み及び特別会計決算見込みにより、久慈地区広域

行政事務組合火葬分担金31万円の減、ほか２件の増、

合わせて1,521万7,000円の増額。 

４目環境衛生費は、実績見込みにより、浄化槽設置

整備推進事業費311万6,000円の減額、保健衛生費は合

わせて1,210万1,000円の増額を計上いたしました。 

２項清掃費でありますが、１目清掃総務費に、久慈

地区広域行政事務組合塵芥処理分担金1,055万4,000円

の減、ほか１件の増、合わせて912万1,000円の減額を

計上いたしました。 

以上です。 

○議長（下斗米一男君） 質疑を許します。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下斗米一男君） 質疑を打ち切ります。 

 ５款労働費、説明を求めます。末﨑総務企画部長。 

○総務企画部長（末﨑順一君） ５款労働費、１項労

働諸費でありますが、１目労働諸費は、労政事務費48

万円の減、ほか１件の増、１件の減、合わせて48万円

の減額。 

 ３目勤労者家庭支援施設費は、組み替えを計上、30

ページになります。労働諸費は、合わせて48万円の減

額を計上いたしました。 

以上です。 

○議長（下斗米一男君） 質疑を許します。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下斗米一男君） 質疑を打ち切ります。 

 ６款農林水産業費、説明を求めます。末﨑総務企画

部長。 

○総務企画部長（末﨑順一君） ６款農林水産業費、

１項農業費でありますが、１目農業委員会費は、農地

保有合理化促進事業費８万3,000円の減、ほか３件の

減、合わせて16万3,000円の減額。 

２目農業総務費は、農村環境改善センター等維持管

理費５万1,000円の増額。 

３目農業振興費は、事業費の確定見込み及び負担金

の確定見込みにより、新いわて農業担い手支援総合対

策事業費270万4,000円の減、ほか２件の減、合わせて

356万4,000円の減額。 

４目畜産業費は、肉用繁殖牛特別導入事業基金操出

金１万1,000円の増、ほか６件の減、合わせて1,265万

9,000円の減額。 

５目農地費は、実績見込み及び負担金の確定見込み

により、ふるさとの水と土保全事業費10万2,000円の

増、ほか４件の減、１件の増、合わせて574万3,000円

の減額。 

６目地籍調査費は、地籍調査事業費63万円の減、ほ

か２件の減、合わせて65万7,000円の減額、農業費は

合わせて2,273万5,000円の減額を計上いたしました。 

２項林業費でありますが、１目林業総務費は、実績

見込みにより、市有林管理経費13万円の減、ほか１件

の減、合わせて26万6,000円の減額。 

32ページになります。 

２目林業振興費は、森林整備事業費53万9,000円の

減、ほか５件の減、１件の組み替え、合わせて362万

4,000円の減額、林業費は合わせて389万円の減額を計

上いたしました。 

３項水産業費でありますが、１目水産業総務費は、

特別会計の決算見込みにより、魚市場事業特別会計繰

出金314万3,000円の減、ほか１件の減、合わせて414

万5,000円の減額。 

２目水産業振興費は、実績見込みにより、定置網復

旧支援資金利子補給143万3,000円の減、ほか２件の減、

合わせて471万6,000円の減額。 

４目漁港建設費は、漁港整備事業費６万9,000円の

減額、水産業費は合わせて893万円の減額を計上いた

しました。 

以上です。 

○議長（下斗米一男君） 質疑を許します。18番城内

仲悦君。 

○18番（城内仲悦君） ６款３項の４目漁港建設費の

15節の工事請負費が174万1,000円の増額になっていま

すが、この工事の内容についてお聞かせください。 

○議長（下斗米一男君） 中森農林水産部長。 

○農林水産部長（中森健二君） この増額でございま

すけれども、小袖漁業集落環境整備事業の整備促進を

図るために、今回精算見込みから増額をしたものでご

ざいます。これは22節補償補填及び賠償金これからの

組み替えが主なものでございます。 

以上です。 

○議長（下斗米一男君） 質疑を打ち切ります。 
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 ７款商工費、説明を求めます。末﨑総務企画部長。 

○総務企画部長（末﨑順一君） ７款商工費、１項商

工費でありますが，２目商工業振興費は、事業費の確

定見込みにより、街なか再生推進事業費573万4,000円

の増、工業団地造成事業特別会計が所有する財産の一

部を一般会計で取得する工業団地取得事業費2,384万

8,000円の増、街の駅・久慈に対する物産館等整備事

業費補助金2,245万3,000円の増、マルサ嵯峨商店の工

場立地に対する企業立地促進事業費補助金3,373万

8,000円の増、ほか２件の減、２件の増、合わせて

9,997万7,000円の増額。 

34ページになります。 

３目観光費は、観光施設維持管理費39万4,000円の

増、ほか１件の減、１件の増、合わせて609万9,000円

の減額。 

４目石油備蓄基地対策費は、石油備蓄基地操業対策

費８万3,000円の減、ほか１件の減、合わせて10万

2,000円の減額、商工費は合わせて9,377万6,000円の

増額を計上いたしました。 

以上です。 

○議長（下斗米一男君） 質疑を許します。17番小野

寺勝也君。 

○17番（小野寺勝也君） １点、お聞かせをいただき

ます。説明のあった街の駅に対する物産館等整備事業

費補助金2,200万円出てるわけですが、これの補助対

象になった事業と、その何％補助ってあると思うので

すがその内容。 

それからこれの補助は19年度と20年度の２カ年なの

かどうか、その辺についてもお聞かせください。 

○議長（下斗米一男君） 卯道産業振興部長。 

○産業振興部長（卯道勝志君） 物産館等整備に対す

る補助金でございますが、市からの補助金につきまし

ては２カ年で助成をすると。19年度と20年度の予定で

ございます。 

それから物産館等の補助分でございますが、国の中

心市街地中心商業等活性化支援事業費補助金、この事

業で実施しているものでございまして、補助事業に要

する経費が１億9,800万円ほどでございます。補助対

象経費が１億9,300万円ほどでございまして、その３

分の２の補助、１億2,845万4,000円ほどが補助金にな

るものでございます。事業主体の負担になります部分

の２分の１につきまして、市から助成しようとするも

のでございます。 

以上でございます。 

○議長（下斗米一男君） 18番、城内仲悦君。 

○18番（城内仲悦君） 今のことですが、この補正で

2,245万3,000円をとって、さらに債務負担で平成20年

度として同じ金額とっているわけです。いわゆるこの

やり方というのは、20年度の予算書を見るとさらに債

務負担ということでその分がのってますよね。そうし

ますと、３月議会で予算が議決されれば、補助金はす

ぐ出せるということでのやり方なのか、それとその技

術的な点をお聞かせいただきたいと思います。債務負

担を20年度組んでもう予算化しているということの関

係でちょっとお聞かせください。 

○議長（下斗米一男君） 卯道産業振興部長。 

○産業振興部長（卯道勝志君） 債務負担の制度につ

きましては、平成19年度におきまして市が助成をする

という約束をし、当該年度の19年度において一定額を

支払い、後年度の負担を約束したものについて、債務

負担を設定するものでございます。 

19年度の補正予算措置につきましては、議決をいた

だいた後に執行ということになるわけでございます。 

また、20年度につきましては、当初予算にお願いを

いたしているところでございまして、議決をいただき

新しい年度に入った以降に、支出負担行為をして支出

をするということになるものでございます。 

以上でございます。 

○議長（下斗米一男君） 質疑を打ち切ります。 

 ８款土木費、説明を求めます。末﨑総務企画部長 

○総務企画部長（末﨑順一君） ８款土木費、１項土

木管理費でありますが、１目土木総務費に負担金等の

確定見込みにより、全国雪寒都市対策協議会負担金

2,000円の減、ほか５件の減、合わせて９万8,000円の

減額を計上いたしました。 

２項道路橋梁費でありますが、２目道路維持費は事

業費の確定見込みにより、除雪機械整備事業費527万

3,000円の減額。３目道路新設改良費は実績見込み及

び県営事業費の確定見込み等により道路新設改良事業

費、補助・単独を合わせまして5,346万1,000円の減ほ

か３件の減、１件の増、合わせて5,731万6,000円の減

額。 

36ページになります。 

道路橋梁費は、合わせて6,258万9,000円の減額を計
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上いたしました。 

３項河川費は、１目河川改良費に事業費の確定見込

みにより、河川改良事業費30万4,000円の減、ほか１

件の減、合わせて31万4,000円の減額。 

５項都市計画費でありますが、１目都市計画総務費

は、財源更正を計上。２目街路事業費は組み替えを計

上。３目公共下水道費は公共下水道事業特別会計の決

算見込みから、繰出金1,761万3,000円の減額を計上い

たしました。 

６項住宅費は、１目住宅管理費に汚水処理施設維持

管理費６万円の増、ほか１件の減、合わせて51万

3,000円の減額を計上いたしました。 

以上です。 

○議長（下斗米一男君） 質疑を許します。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下斗米一男君） 質疑を打ち切ります。 

 ９款消防費、説明を求めます。末﨑総務企画部長。 

○総務企画部長（末﨑順一君） ９款消防費、１項消

防費でありますが、１目消防総務費は久慈地区広域行

政事務組合消防分担金186万2,000円の減額、２目非常

備消防費は消防団員報酬300万3,000円の増、ほか１件

の増、合わせて330万3,000円の増額。３目消防施設費

は事業費の確定見込みにより、防火水槽施設整備事業

費300万円の増ほか、１件の増、合わせて1,430万円の

増額、４目水防費は財源更正を計上。 

 38ページになります。５目災害対策費は防災行政無

線保守管理負担金10万円の増額。消防費は、合わせて

1,584万1,000円の増額を計上いたしました。 

 以上です。 

○議長（下斗米一男君） 質疑を許します。18番城内

仲悦君。 

○18番（城内仲悦君） この防火水槽の施設整備300

万円ですが、年度末の補正ですけども、どこの分なの

かお聞かせ下さい。 

○議長（下斗米一男君） 末﨑総務企画部長。 

○総務企画部長（末﨑順一君） この防火水槽の施設

事業費につきましては、２件ございまして１件は侍浜

地区、もう１件は川井地区でございます。侍浜につき

ましては、消防車両が着けない状況があったものです

から、舗装工事を必要とすることで、これを増額して

整備をしようとするものです。また、川井地区につき

ましては工事中に岩が出てまいりまして、その掘削経

費等の増と、これを計上したものでございます。 

以上でございます。 

○議長（下斗米一男君） 質疑を打ち切ります。10款

教育費、説明を求めます。末﨑総務企画部長。 

○総務企画部長（末﨑順一君） 10款教育費､１項教

育総務費でありますが、２目事務局費は就学指導委員

会経費10万円の減、ほか２件の減、合わせて33万円の

減額。5目教育研究指導費は実績見込みから派遣指導

主事経費158万円の減、ほか３件の組み替え、教育総

務費は合わせて191万円の減額を計上いたしました。 

２項小学校費でありますが､1目学校管理費に遠距離

通学バス運行委託費129万1,000円の減、ほか２件の減、

合わせて224万8,000円の減額を計上いたしました。 

３項中学校費でありますが、1目学校管理費は英語

教師招へい事業費28万円の減、ほか３件の減、２件の

増、合わせて303万6,000円の減額。３目学校建設費は

事業費の確定見込みにより、長内中学校移転改築事業

費128万3,000円の減額。中学校費は、合わせて431万

9,000円の減額を計上いたしました。 

40ページになります。 

４項社会教育費でありますが､１目社会教育総務費

は芸術文化振興事業費23万3,000円の減、ほか２件の

減、合わせて559万7,000円の減額。２目公民館費は組

み替えを計上。３目図書館費は図書館運営管理費82万

6,000円の減、ほか１件の増、この目の増減はありま

せん。４目文化会館費は実績見込みにより、文化会館

運営管理費197万3,000円の増、ほか１件の減、合わせ

て116万6,000円の減額。５目三船十段記念館費は組み

替えを計上。６目山村文化交流センター費は自主事業

費36万4,000円の減額。社会教育費は合わせて712万

7,000円の減額を計上いたしました。 

５項保健体育費でありますが、１目保健体育総務費

は実績見込み及び補助金の確定見込みにより、学校体

育施設開放事業費42万1,000円の減、ほか２件の増、

２件の減、合わせて60万1,000円の増額。 

42ページになります。 

２目野球場施設費は運営管理費42万2,000円の減額。

４目学校給食費は学校給食センター運営委員会委員報

酬３万円の減、ほか３件の減、合わせて5,026万9,000

円の減額。保健体育費は、合わせて5,009万円の減額

を計上いたしました。 

以上です。 

－24－ 



○議長（下斗米一男君） 質疑を許します。17番小野

寺勝也君。 

○17番（小野寺勝也君） 長内中学校の移転改築にか

かわってお聞かせ下さい。 

 一つは、あそこは避難場所になっておった場所だと

思ったんですが、旧長内中学校が移転に伴って、その

取り扱いといいますか、それがどうなるのかというの

が第１点。 

 それから体育館及び市道小久慈線側にある特別教室

ですか、音楽室等ですね。それらについては解体をす

るやに仄聞しているんですが、その取り扱いはどうな

るのか。それからもし利用しないとすれば、いつまで

も放置しておくのは地域の安全上も問題だと思うので、

解体の時期といいますか、処理の時期といいますか、

その見通しについてお聞かせ下さい。 

○議長（下斗米一男君） 末﨑総務企画部長。 

○総務企画部長（末﨑順一君） 旧長内中学校の避難

場所については現在指定をしております。それは他に

かわるものはないということで、現段階では別のとこ

ろにするという考えは持っておらないところでござい

ます。 

○議長（下斗米一男君） 大湊教育次長。 

○教育次長（大湊清信君） 旧長内中学校の体育館と

特別教室の取り扱いの関係でございますが、原則教育

委員会といたしましては解体を考えております。これ

は老朽化しているということでございます。また、こ

れに含めての体育館から特別教室までの渡り廊下、こ

れについてもオープンの形になっておりますので、解

体は考えておりましたが、財政的な事情で今回見送ら

れたという事情がございますので、これについてはで

きるだけ早い機会にその方向で関係部署の方に理解を

求めてまいりたい、このように考えております。 

以上です。 

○議長（下斗米一男君） 17番小野寺勝也君。 

○17番（小野寺勝也君） 答弁をいただきましたが、

解体は一定の費用がかかると思うんですが、今言われ

た解体をすると、おおむねどのくらいの予算措置が必

要なんでしょうか、概算で。 

○議長（下斗米一男君） 大湊教育次長。 

○教育次長（大湊清信君） 大まかな概算でございま

すが、3,000万円を超えるものだと承知しております。 

以上でございます。 

○議長（下斗米一男君） 質疑を打ち切ります。 

11款災害復旧費、説明を求めます。末﨑総務企画部長。 

○総務企画部長（末﨑順一君）  11款災害復旧費、

１項農林水産施設災害復旧費でありますが、事業費の確

定見込み等により、２目林業施設災害復旧費９万8,000

円の減額。 

２項土木施設災害復旧費でありますが、１目道路橋梁

災害復旧費は、過年発生補助災害復旧事業費1,614万

8,000円の減、ほか１件の組み替えを計上、２目河川災

害復旧費は、過年発生補助災害復旧事業費45万2,000円

の増額、土木施設災害復旧費は、合わせて1,569万

6,000円の減額を計上いたしました。 

３項その他公共施設災害復旧費は、１目公共施設災

害復旧費に、過年発生単独災害復旧事業費45万円の減

額を計上いたしました。 

以上です。 

○議長（下斗米一男君） 質疑を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下斗米一男君） 質疑を打ち切ります。12款、

公債費説明を求めます。末﨑総務企画部長。 

○総務企画部長（末﨑順一君） 44ページになります。

12款公債費１項公債費でありますが、２目利子に、決算

見込みにより地方債利子償還金1,500万円の減額を計上

いたしました。 

以上です。 

○議長（下斗米一男君） 質疑を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下斗米一男君）  質疑を打ち切ります。 

次に、第２条繰越明許費、説明を求めます。末﨑総

務企画部長。 

○総務企画部長（末﨑順一君） 第２条繰越明許費に

つきまして、第２表の繰越明許費によりご説明を申し上

げます。 

５ページになります。 

地方自治法第213条第１項の規定により、翌年度に繰

り越して使用することができる経費について、この表の

とおり定めようとするものであります。 

街路事業ほか２件につきましては、年度内に事業期間

の確保ができない見込みであることから、事業費を翌年

度に繰り越ししようとするものであります。 

以上です。 

○議長（下斗米一男君） 質疑を許します。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下斗米一男君） 質疑を打ち切ります。 

第３条債務負担行為の補正、説明を求めます。末﨑

総務企画部長。 

○総務企画部長（末﨑順一君） 債務負担行為の補正

につきまして、表によりご説明を申し上げます。 

６ページになります。 

第３表、債務負担行為の補正でありますが、農業経

営基盤強化資金利子補給ほか３件について、この表の

とおり期間及び限度額を定めようとするものでありま

す。 

以上です。 

○議長（下斗米一男君） 質疑を許します。17番小野

寺勝也君。 

○17番（小野寺勝也君） 先ほどに関連しますが、物

産館の補助金にかかわって、19年度、20年度というの

は理解したんですが、今後においてですね、いわゆる

街の駅に対する補助、助成とかっていうのは、出てく

る可能性はあるんですか。あるとすれば想定されるも

のを教えてください。 

○議長（下斗米一男君） 卯道産業振興部長 

○産業振興部長（卯道勝志君） 物産館等の施設につ

きましては、まちづくり会社、街の駅・久慈が運営をし

ていくものでございまして、まちづくり会社の経営計画

によりますと、今後現段階において市の補助金等につい

ては、想定をいたしてないというところでございます。 

○議長（下斗米一男君） 質疑を打ち切ります。 

第４条地方債の補正、説明を求めます。末﨑総務企

画部長。 

○総務企画部長（末﨑順一君） 第４条地方債の補正

につきまして、表によりご説明を申し上げます。 

８ページ、９ページになります。 

第４表、地方債補正でありますが、事業費の確定見

込み及び同意見込み等により、農道等整備事業ほか９

件について、この表のとおり限度額を変更しようとす

るものであります。 

以上です。 

○議長（下斗米一男君） 質疑を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下斗米一男君） 質疑を打ち切ります。 

以上で質疑を終わります。 

次に、討論でありますが、討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下斗米一男君） 討論なしと認めます。 

それでは、採決いたします。議案第12号「平成19年

度久慈市一般会計補正予算（第５号）」は原案のとお

り決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

   〔賛成者起立〕 

○議長（下斗米一男君） 起立多数であります。よっ

て、議案第12号は原案のとおり可決されました。 

 ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

    日程第８ 議案第13号 

○議長（下斗米一男君） 日程第８、議案第13号「平

成19年度久慈市土地取得事業特別会計補正予算（第１

号）」を議題といたします。 

お諮りいたします。本案は、歳入歳出別に説明を受

け、審議を行うことにしたいと思います。これにご異

議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下斗米一男君） ご異議なしと認めます。よ

って、そのように決定しました。 

歳入、説明を求めます。末﨑総務企画部長。 

○総務企画部長（末﨑順一君） それでは､事項別明

細書によりご説明を申し上げます。 

８ページをお開き願います。 

歳入、１款財産収入でありますが、１項財産運用収

入に、土地開発基金利子17万6,000円を計上いたしま

した。 

以上です。 

○議長（下斗米一男君） 質疑を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下斗米一男君） 質疑を打ち切ります。 

次に、歳出、説明を求めます。末﨑総務企画部長。 

○総務企画部長（末﨑順一君） 10ページをお開き願

います。 

歳出、１款管理費でありますが、１項管理費に一般

会計繰出金17万6,000円を計上いたしました。 

以上です。 

○議長（下斗米一男君） 質疑を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下斗米一男君） 質疑を打ち切ります。 

以上で質疑を終わります。 

次に、討論でありますが、討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（下斗米一男君） 討論なしと認めます。 

それでは採決いたします。 

議案第13号「平成19年度久慈市土地取得事業特別会

計補正予算（第１号）」は原案のとおり決することに

ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下斗米一男君） ご異議なしと認めます。よ

って、議案第13号は原案のとおり可決されました。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

    日程第９ 議案第14号 

○議長（下斗米一男君） 日程第９、議案第14号「平

成19年度久慈市国民健康保険特別会計補正予算（第２

号）」を議題といたします。 

お諮りいたします。本案は勘定ごとに歳入歳出別に

説明を受け、審議を行うことにしたいと思います。こ

れにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下斗米一男君） ご異議なしと認めます。よ

って、そのように決定しました。事業勘定、歳入、説

明を求めます。佐々木市民生活部長。 

○市民生活部長（佐々木信蔵君） それでは、議案第

14号について、事項別明細書によりご説明を申し上げ

ます。 

事業勘定でありますが、８ページ、９ページをごら

ん願います。 

２歳入、３款国庫支出金、１項国庫負担金、１目 

療養給付費等負担金は保険給付費等の実績見込みによ

り、療養給付費負担金4,834万9,000円の減、ほか２件

の減、合わせて8,695万1,000円の減額を計上。２目高

額医療費共同事業負担金は、負担金の確定見込みによ

り28万7,000円の減額を計上。この項は、合わせて

8,723万8,000円の減額を計上いたしました。 

２項国庫補助金、１目財政調整交付金は、へき地診

療所運営費交付金の確定見込みにより、47万円の増額

を計上をいたしました。 

次に、４款県支出金、１項県負担金、１目高額医療

費共同負担金は、負担金の確定見込みにより、28万

7,000円の減額を計上。 

２項県補助金、１目財政調整交付金は、国保のレセ

プト点検経費の減等によって、特別調整交付金361万

2,000円の減額を計上いたしました。 

５款１項１目療養給付費等交付金は、交付金の確定

見込みにより、3,858万2,000円の増額を計上いたしま

した。 

次に、６款１項共同事業交付金は、交付金の確定見

込みにより、１目高額医療費共同事業交付金2,023万

2,000円の減額。２目保険財政共同安定化事業交付金

6,667万3,000円の減額。この項は、合わせて8,690万

5,000円の減額を計上いたしました。 

次に、８款繰入金、１項１目一般会計繰入金は、保

険税軽減額等の実績見込みにより、保険基盤安定繰入

金123万9,000円の増、ほか１件の減、合わせて342万

8,000円の減額を計上いたしました。 

以上であります。 

○議長（下斗米一男君） 質疑を許します。17番小野

寺勝也君。 

○17番（小野寺勝也君） 保険証交付にかかわってお

聞かせください。いわゆる短期保険証、資格証明証の

交付件数について第１点、それから資格証明証の件で

すけども、国民健康保険法の施行令の第１条第３項に

規定する、特別な事情がある場合には資格証明証は交

付してはならないというふうにうたってますよね、久

慈市では、これについては条例とか、細則では定めて

ないで施行令そのままを引用しているというふうに伺

っているのですが、それに間違いがないのかどうか。 

特に、特別な事情という場合に五つうたっているわ

けですけれども、例えば世帯主またはその者と生計を

一にする親族が病気にかかり、又は負傷したこととの

場合には資格証明証を交付してはならないというふう

にうたっていますけども、そのとおりでしょうか。間

違いありませんか。お答えください。 

○議長（下斗米一男君） 佐々木市民生活部長。 

○市民生活部長（佐々木信蔵君） 短期保険証の交付

のケース等というふうな話でございます。これにつき

ましては、数百件、短期保険証の交付をしているわけ

でございますが、納付相談等受けながら、その状況に

応じて悪質な場合においては短期保険証を交付すると

いうふうな状況にございます。 

今の特別な事情、いわゆる特殊事情ということであ

りますが、これについて災害等いろんな部分がありま

すが、確かに条例等でなくやってるところであります

が、資料を取り寄せてからお答えをしたいと思います。 

○議長（下斗米一男君） 質疑を打ち切ります。 

次に、事業勘定歳出、説明を求めます。佐々木市民
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生活部長。 

○市民生活部長（佐々木信蔵君） 10ページ、11ペー

ジをごらん願います。 

３歳出でありますが、１款総務費、１項総務管理費、

１目一般管理費は、実績見込みにより臨時職員賃金及

び共済費11万5,000円の増、ほか２件の減、合わせて

382万8,000円の減額を計上。２目連合会負担金は、国

保連負担金の確定見込みにより21万1,000円の減額を

計上、この項は、合わせて403万9,000円の減額を計上

いたしました。 

２項徴税費、１目賦課徴収費は実績見込みにより、

賦課経費217万円の減額を計上いたしました。 

次に、２款保険給付費は、いずれも実績見込みによ

る補正でありまして、１項療養諸費は、１目一般被保

険者療養給付費を2,000万円減額、２目退職被保険者

等療養給付費を3,200万円増額、この項は、合わせて

1,200万円の増額を計上いたしました。 

２項高額療養費は、１目一般被保険者高額療養費を

1,200万円減額計上。 

４項出産育児諸費は、１目出産育児一時金を700万

円減額計上。 

12ページ、13ページをごらん願います。５項葬祭諸

費は、１目葬祭費を27万円増額計上いたしました。 

次に、３款１項老人保健拠出金でありますが、拠出

金の確定見込みにより、１目老人保健医療費拠出金を

１億1,097万4,000円減額、２目老人保健事務費拠出金

を140万8,000円減額。この項は、合わせて１億1,238

万2,000円の減額を計上いたしました。 

次に、４款１項１目介護納付金でありますが、納付

金の確定見込みにより、66万1,000円の減額を計上い

たしました。 

次に、５款１項共同事業拠出金でありますが、拠出

金の確定見込みにより、１目高額医療費拠出金を212

万8,000円減額、２目保険財政共同安定化事業拠出金

を1,345万9,000円減額。この項は、合わせて1,558万

7,000円の減額を計上いたしました。 

６款１項保健事業費１目保健普及費は、実績見込み

により、その他保健普及費14万2,000円の減、ほか１

件の減額を計上、合わせて131万9,000円の減額を計上

いたしました。 

14ページ、15ページをごらん願います。 

９款諸支出金、２項操出金、１目直営診療施設勘定

繰出金でありますが、へき地診療所運営費交付金の確

定見込みにより47万円の増額を計上いたしました。 

以上であります。 

○議長（下斗米一男君） 質疑を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下斗米一男君） 質疑を打ち切ります。 

直営診療施設勘定、歳入、説明を求めます。佐々木

市民生活部長。 

○市民生活部長（佐々木信蔵君） 直営診療施設勘定

について、事項別明細書によりご説明申し上げます。 

22ページ、23ページをごらん願います。 

２歳入でありますが、１款診療収入、１項入院収入

は、実績見込みにより、３目老人保健診療報酬収入を

423万2,000円減額、５目一部負担金収入を68万1,000

円減額。６目標準負担額収入を113万5,000円減額、こ

の項は、合わせて604万8,000円の減額を計上いたしま

した。 

２項外来収入は、同様に実績見込みにより、１目国

民健康保険診療報酬収入を202万2,000円増額、２目社

会保険診療報酬収入を102万8,000円増額、３目老人保

健診療報酬収入を418万7,000円減額、この項は、合わ

せて113万7,000円の減額を計上いたしました。 

３項その他の診療収入、１目諸検査等収入は、実績

見込みにより、出稼者健康診断料16万3,000円の減ほ

か２件の減、１件の増、合わせて344万4,000円の増額

を計上いたしました。 

 次に、３款財産収入、１項財産運用収入１目利子及

び配当金は、実績見込みにより１万6,000円の増額を

計上いたしました。 

次に、４款繰入金、１項１目一般会計繰入金は

1,526万2,000円の増額を計上いたしました。 

 ３項１目事業勘定繰入金は、へき地診療所運営費交

付金の確定見込みにより47万円の増額を計上いたしま

した。 

 次に、５款諸収入、１項１目雑入は2,000万円の減

額を計上いたしました。 

以上であります。 

○議長（下斗米一男君） 質疑を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下斗米一男君） 質疑を打ち切ります。 

次に、直営診療施設勘定、歳出、説明を求めます。

佐々木市民生活部長。 
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○市民生活部長（佐々木信蔵君） 24ページ、25ペー

ジをごらん願います。３歳出でありますが、１款総務

費、１項施設管理費、１目一般管理費は、実績見込み

により、その他一般管理費183万5,000円の減額を計上

をいたしました。 

 ２款１項医業費、３目医薬品衛生材料費は、実績見

込みにより617万4,000円の減額を計上いたしました。 

 次に、４款１項基金積立金、１目財政調整基金積立

金は、実績見込みにより１万6,000円の増額を計上い

たしました。 

以上であります。 

○議長（下斗米一男君） 質疑を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下斗米一男君） 質疑を打ち切ります。 

以上で質疑を終わります。 

 次に、討論でありますが、討論はありませんか。17

番小野寺勝也君 

○17番（小野寺勝也君） 私が質問した保険証交付に

係わっての分については、資料を取り寄せて答弁する

ということであったと思うのですが、その答弁を求め

てください。 

○議長（下斗米一男君） 佐々木市民生活部長。 

○市民生活部長（佐々木信蔵君） 資格証明証の答弁

保留に関しての答弁をいたします。 

基本的には、国の施行令を基本にしてやっていると

ころでありますが、久慈市においては、要綱を定めな

がらそれで対応しているところであります。国民健康

保険被保険者資格証明証等の交付措置に関する要綱と

いうふうな形で進めながら、それで対応しているとこ

ろであります。 

以上でございます。 

○議長（下斗米一男君） 17番小野寺勝也君 

○17番（小野寺勝也君） それはそれでいいんですが、

交付件数それぞれわかりませんか、短期資格証明の。 

○議長（下斗米一男君） 佐々木市民生活部長。 

○市民生活部長（佐々木信蔵君） 手元に資料がござ

いませんので、そういうことでご理解を願いたいとい

うふうに思います。 

○議長（下斗米一男君） 採決できませんので、暫時

休憩いたします。 

午後２時08分  休憩 

──────────────────── 

    午後２時09分  再開 

○議長（下斗米一男君） 再開いたします。佐々木市

民生活部長。 

○市民生活部長（佐々木信蔵君） 短期被保険者証の

交付枚数でありますが、740件ほどでございます。 

○議長（下斗米一男君） 質疑を打ち切ります。 

以上で、質疑を終わります。 

 次に、討論でありますが、討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下斗米一男君） 討論なしと認めます。 

それでは、採決いたします。 

議案第14号「平成19年度久慈市国民健康保険特別会

計補正予算（第２号）」は、原案のとおり決すること

にご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下斗米一男君） ご異議なしと認めます。よ

って議案第14号は、原案のとおり可決されました。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

    日程第10 議案第15号 

○議長（下斗米一男君） 日程第10、議案第15号「平

成19年度久慈市介護サービス事業特別会計補正予算

（第１号）」を議題といたします。 

お諮りいたします。本案は、歳入歳出別に説明を受

け、審議を行うことにしたいと思います。これにご異

議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下斗米一男君） ご異議なしと認めます。よ

って、そのように決定しました。 

歳入、の説明を求めます。菅原健康福祉部長 

○健康福祉部長（菅原慶一君） それでは議案第15号

について、事項別明細書によりご説明申し上げます。 

 ８ページをごらんいただきたいと思います。 

２歳入、１款サービス収入、１項介護給付費収入であ

りますが、１目居宅介護サービス費収入は、各サービス

実績の見込みから150万円の減、２目居宅介護サービス

計画費収入は、計画作成実績見込みから41万8,000円の

減。この項は、合わせて191万8,000円の減額を計上いた

しました。 

 ２項１目自己負担金収入は、実績見込みから25万円

の増額を計上いたしました。 

次に、３款１項１目雑入は、訪問調査受託実績見込

みから33万2,000円の減額を計上いたしました。 
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次に、４款１項１目繰越金は、平成18年度からの繰

越金297万1,000円を計上いたしました。 

以上です。 

○議長（下斗米一男君） 質疑を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下斗米一男君） 質疑を打ち切ります。 

 次に、給与費明細書を含め、歳出、説明を求めます。

菅原健康福祉部長 

○健康福祉部長（菅原慶一君） 12ページをごらんい

ただきたいと思います。 

給与費明細書、特別職でありますが、表の下の比較の

計欄でご説明申し上げます。 

非常勤職員の異動等に伴い、報酬で53万1,000円の増、

共済費で12万6,000円の増、合わせて65万7,000円の増額

を計上いたしました。前にお戻りいただきたいと思いま

す。 

10ページになります。 

３歳出、１款総務費、１項施設管理費１目一般管理費

は、実績見込みにより65万9,000円の増額を計上。 

２款サービス事業費、１項居宅サービス事業費、１目

居宅介護サービス事業費は、実績見込みにより232万

5,000円の増額を計上。 

２項居宅介護支援事業費、１目居宅介護支援事業費は、

実績見込みにより201万3,000円の減額を計上いたしまし

た。 

以上です。 

○議長（下斗米一男君） 質疑を許します。18番城内

仲悦君。 

○18番（城内仲悦君） 給与費明細のその他の特別が

18人いらっしゃるわけなんですが、職種別に内容をお

聞かせください。例えばヘルパーとかさまざまいらし

ゃると思うんですがお聞かせください。 

もう１点はサービス事業の関係、訪問入浴サービス、

あるいは介護サービス等が減額になっている中で訪問

介護事業がふえているわけなんですけれども、その要

因は何なのかお聞かせください。 

○議長（下斗米一男君） 菅原健康福祉部長。 

○健康福祉部長（菅原慶一君） 嘱託職員の内容でご

ざいますけれども、ヘルパー及び訪問看護ステーション

の看護師、それから、侍浜デイサービスの生活指導員等

でございます。 

それから、訪問介護にかかわる収入の減なんですけれ

ども、支出の増ということの要因でございますけれども、

これにつきましては、市のサービス事業につきましては、

遠隔地といえばあれなんですけれども、民間事業者がや

らない遠隔地のサービスの増によって、経費が増となっ

てございます。つまり通勤といいますか、サービス提供

者にかかる、そこまでの経費は介護報酬には入りません。

ところが、経費についてはかかりますのでそこの部分を

市の元気の泉のヘルパーステーションが担っておりま

すので、そういう件数がかなりふえてございます。 

以上でございます。 

○議長（下斗米一男君） 質疑を打ち切ります。 

以上で質疑を終わります。  

次に、討論でありますが、討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下斗米一男君） 討論なしと認めます。 

それでは、採決いたします。議案第15号「平成19年

度久慈市介護サービス事業特別会計補正予算（第１

号）」は原案のとおり決することにご異議ありません

か。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下斗米一男君） ご異議なしと認めます。よ

って、議案第15号は原案のとおり可決されました。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

    日程第11 議案第16号 

○議長（下斗米一男君） 日程第11、議案第16号「平

成19年度久慈市魚市場事業特別会計補正予算（第２

号）」を議題といたします。 

お諮りいたします。本案は、歳入歳出別に説明を受

け、審議を行うことにしたいと思います。これにご異

議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下斗米一男君） ご異議なしと認めます。よ

って、そのように決定しました。 

歳入、説明を求めます。中森農林水産部長。 

○農林水産部長（中森健二君） 議案第16号について、

事項別明細書によりご説明申し上げます。 

８ページをお開き願います。 

 ２歳入でありますが、１款使用料及び手数料、１項

１目使用料は215万7,000円の増額を計上いたしました。 

２款財産収入、１項財産運用収入１目利子は９万

9,000円の増額を計上いたしました。  

３款繰入金、１項１目一般会計繰入金は314万3,000
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円の減額を計上いたしました。これらは、実績見込み

によるものでございます。 

以上です。 

○議長（下斗米一男君） 質疑を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下斗米一男君） 質疑を打ち切ります。 

 次に、歳出、説明を求めます。中森農林水産部長。 

○農林水産部長（中森健二君） 10ページをごらん願

います。 

 ３歳出でありますが、１款総務費、１項総務管理費、

１目一般管理費は、実績見込みから、市場運営管理費

の所要の組み替えと魚市場建設基金積立金に10万円の

増額を計上いたしました。 

２款１項公債費、２目利子は、地方債利子の償還金

の確定により98万7,000円の減額を計上いたしました。 

以上であります。 

○議長（下斗米一男君） 質疑を許します。18番城内

仲悦君。 

○18番（城内仲悦君） 歳入を見れば、使用料がふえ

て、結果的に一般会計からの繰り入れが減っているわ

けです。市場の改修をしましたね、そのことが結果と

してこういうふうに出てきたと理解していいのか、非

常によいことですけども、その点の考え方、どういう

ふうにとらえたらよいのかお聞かせください。 

○議長（下斗米一男君） 中森農林水産部長。 

○農林水産部長（中森健二君） 古い市場の改修にか

かわっての直接の収入という見方はできないとは思っ

ております。イカが豊漁したというふうなことでござ

いまして、両方の市場で運営したというふうなことで

ございます。そういうことで290％くらいの水揚げの

増というふうなことでございまして、使用料もふえた

ということでございます。 

以上です。 

○議長（下斗米一男君） 質疑を打ち切ります。 

以上で、質疑を終わります。  

次に、討論でありますが、討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下斗米一男君） 討論なしと認めます。 

それでは、採決いたします。議案第16号「平成19年

度久慈市魚市場事業特別会計補正予算（第２号）」は

原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下斗米一男君） ご異議なしと認めます。よ

って議案第16号は原案のとおり可決されました。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

    日程第12 議案第17号 

○議長（下斗米一男君） 日程第12、議案第17号「平

成19年度久慈市漁業集落排水事業特別会計補正予算

（第３号）」を議題といたします。 

お諮りいたします。本案は、歳入歳出別に説明を受

け、審議を行うことにしたいと思います。これにご異

議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下斗米一男君） ご異議なしと認めます。よ

って、そのように決定しました。 

歳入、説明を求めます。中森農林水産部長。 

○農林水産部長（中森健二君） 議案第17号について、

事項別明細書によりご説明申し上げます。 

８ページをお開き願います。 

２歳入でありますが、４款繰入金、１項１目一般会

計繰入金は、事業実績見込みから100万2,000円の減額

を計上いたしました。 

以上であります。 

○議長（下斗米一男君） 質疑を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下斗米一男君） 質疑を打ち切ります。 

 次に、給与費明細書を含め、歳出、説明を求めます。

中森農林水産部長。 

○農林水産部長（中森健二君） 12ページをお開き願

います。 

まず、給与費明細書について総括の比較でご説明申

し上げます。 

職員手当36万8,000円、共済費６万3,000円の減額を

計上、これは、実績見込みによるものであります。 

次に、前に戻りまして、10ページをお開き願います。 

３歳出でありますが、１款１項漁業集落排水管理費、

１目総務管理費は、その他管理事務費、分担金一括納

付報償金、及び水洗便所改造資金利子補給金の実績見

込みから62万1,000円の減額を計上、２目施設管理費

は、排水施設維持管理費として５万円の増額を計上い

たしました。 

２款漁業集落排水事業費、１項1目漁業集落排水整

備費は、実績見込みとして職員給与費43万1,000円の

減額、漁業集落排水整備事業費は所要の組み替えをし
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ようとするものであります。 

以上です。 

○議長（下斗米一男君） 質疑を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下斗米一男君） 質疑を打ち切ります。 

以上で、質疑を終わります。 

次に、討論でありますが、討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下斗米一男君） 討論なしと認めます。 

それでは、採決いたします。議案第17号「平成19年

度久慈市漁業集落排水事業特別会計補正予算（第３

号）」は原案のとおり決することにご異議ありません

か。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下斗米一男君） ご異議なしと認めます。よ

って議案第17号は、原案のとおり可決されました。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

    日程第13 議案第18号 

○議長（下斗米一男君） 日程第13、議案第18号「平

成19年度久慈市工業団地造成事業特別会計補正予算

（第２号）」を議題といたします。 

お諮りいたします。本案は、歳入歳出別に説明を受

け、審議を行うことにしたいと思います。これにご異

議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下斗米一男君） ご異議なしと認めます。よ

って、そのように決定しました。 

歳入、説明を求めます。卯道産業振興部長。 

○産業振興部長（卯道勝志君） 次に、議案第18号に

つきまして、事項別明細書により説明申し上げます。 

６ページをお開き願います。 

今回の補正は、歳入の補正でございます。１款財産収

入、２項財産売払収入１目不動産売払収入に、2,384万

7,000円を計上いたしました。 

これは、工業団地造成事業特別会計が、所有してお

ります土地の一部を一般会計に売却いたしたものでご

ざいます。 

次に、２款諸収入、１項１目雑入でありますが、財

産売払収入の計上に伴い、同額の2,384万7,000円を減

額しようとするものであります。 

以上で説明を終わります。 

○議長（下斗米一男君） 質疑を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下斗米一男君） 質疑を打ち切ります。 

以上で、質疑を終わります。 

次に、討論でありますが、討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下斗米一男君） 討論なしと認めます。 

それでは、採決いたします。議案第18号「平成19年

度久慈市工業団地造成事業特別会計補正予算（第２

号）」は原案のとおり決することにご異議ありません

か。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下斗米一男君） ご異議なしと認めます。よ

って議案第18号は、原案のとおり可決されました。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

    日程第14 議案第19号 

○議長（下斗米一男君） 日程第14、議案第19号「平

成19年度久慈市公共下水道事業特別会計補正予算（第

２号）」を議題といたします。 

お諮りいたします。本案は、第１条歳入歳出の補正

については、歳入歳出別に説明を受け、審議を行うこ

とにいたしたいと思います。これにご異議ありません

か。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下斗米一男君） ご異議なしと認めます。よ

って、そのように決定しました。 

歳入、説明を求めます。嵯峨建設部長。 

○建設部長（嵯峨喜代志君） 議案第19号について、

事項別明細書により説明申し上げます。 

12ページをお開き願います。 

２歳入でありますが、４款繰入金、１項１目一般会

計繰入金は、事業会計の確定見込みから1,761万3,000

円の減額を計上いたしました。 

 ７款１項市債、２目下水道高資本費対策借換債は、

確定見込みにより3,490万円の減額を計上いたしまし

た。 

 以上でございます。 

○議長（下斗米一男君） 質疑を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下斗米一男君） 質疑を打ち切ります。 

次に、歳出、説明を求めます。嵯峨建設部長。 

○建設部長（嵯峨喜代志君） それでは14ページをお

開き願います。 
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３歳出でありますが、１款１項下水道管理費１目 

総務管理費は、実績見込みより、水洗便所改造資金利

子補給66万2,000円の減、ほか５件の減、合わせて187

万6,000円の減額。２目施設管理費は、実績見込みに

より下水道施設維持管理費934万7,000円の減、ほか１

件の減、合わせて1,114万2,000円の減額。この項合わ

せて1,301万8,000円の減額を計上いたしました。 

２款下水道事業費、１項下水道整備費、１目管渠施

設費は、事業実績見込みに伴う所要の組み替えを行い、

事業の進捗を図るものであります。 

３款１項公債費でありますが、1目元金は下水道高

資本費対策借換債の確定見込みより、3,608万3,000円

の減額、２目利子は、確定見込みにより341万2,000円

を減額し、この項、合わせて3,949万5,000円の減額を

計上いたしました。 

以上でございます。 

○議長（下斗米一男君） 質疑を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下斗米一男君） 質疑を打ち切ります。 

第２条繰越明許費、説明を求めます。嵯峨建設部長。 

○建設部長（嵯峨喜代志君） ４ページをお開き願い

ます。 

第２条繰越明許費でありますが、第２表によりご説

明申し上げます。浸水対策下水道事業について、地方

自治法第213条第１項の規定により、翌年度に繰越し

して使用することができる経費として、表のとおり定

めようとするものであります。 

○議長（下斗米一男君） 質疑を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下斗米一男君） 質疑を打ち切ります。 

第３条地方債の補正、説明を求めます。嵯峨建設部

長。 

○建設部長（嵯峨喜代志君） それでは６ページをお

開き願います。 

第３条、地方債の補正でありますが、第３表によりご

説明申し上げます。 

下水道高資本費対策借替について限度額を変更しよう

とするものであります。 

以上でございます。 

○議長（下斗米一男君） 質疑を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下斗米一男君） 質疑を打ち切ります。 

以上で、質疑を終わります。 

次に、討論でありますが、討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下斗米一男君） 討論なしと認めます。 

それでは、採決いたします。議案第19号「平成19年

度久慈市公共下水道事業特別会計補正予算（第２

号）」は原案のとおり決することにご異議ありません

か。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下斗米一男君） ご異議なしと認めます。よ

って議案第19号は、原案のとおり可決されました。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

    日程第15 議案第20号 

○議長（下斗米一男君） 日程第15、議案第20号「平

成19年度久慈市水道事業会計補正予算（第３号）」を

議題といたします。 

お諮りいたします。本案は、一括説明を受け、審議

を行うことにしたいと思います。これにご異議ありま

せんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下斗米一男君） ご異議なしと認めます。よ

って、そのように決定しました。 

説明を求めます。嵯峨水道事業所長。 

○水道事業所長（嵯峨喜代志君） 議案第20号につい

てご説明を申し上げます。 

第２条収益的収入及び支出の補正、第３条資本的収入

及び支出の補正につきまして、予算実施計画補正により

ご説明申し上げます。 

４ページ、５ページをごらん願います。 

収益的収入及び支出の収入でありますが、１款上水

道事業収益は863万2,000円の減額を計上いたしました。 

１項営業収益は、２目受託工事収益、３目その他営

業収益に、合わせて970万8,000円の減額を計上。２項

営業外収益は、１目受取利息及び配当金に107万6,000

円の増額を計上いたしました。 

２款簡易水道事業収益、２項営業外収益は、１目他

会計補助金、３目雑収益に、合わせて1,921万5,000円

の増額を計上いたしました。 

３款営農飲雑用水給水受託事業収益、１項営業収益

は、２目受託工事収益に864万4,000円の減額を計上い

たしました。 

次に、６ページ、７ページをごらん願います。 
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支出でありますが、１款上水道事業費、１項営業費

用は、３目受託工事費に1,560万6,000円、５目減価償

却費に427万8,000円の減額をそれぞれ計上いたしまし

た。したがいまして、この項の補正額は1,988万4,000

円の減額であります。 

２款簡易水道事業費、１項営業費用は、２目配水及

び給水費に施設維持管理費50万円の減額を計上いたし

ました。 

２項営業外費用は、１目償還金に、簡易水道事業債

借りかえにかかる繰上償還金1,921万6,000円の増額を

計上いたしました。 

３款営農飲雑用水給水受託事業費、１項営業費用で

ありますが、２目受託工事費に864万3,000円の減額を

計上いたしました。 

次に、８ページ、９ページをごらん願います。 

資本的収入及び支出の収入でありますが、１款資本

的収入は、１億740万5,000円の増額を計上いたしまし

た。 

その内容でありますが、簡易水道整備事業費等及び

水道施設移設工事費の精算見込みと企業債借換に伴い、

１項企業債に１億790万円、２項補助金に14万9,000円、

３項負担金に21万2,000円の増額をそれぞれ計上、４

項補償金に85万6,000円の減額を計上いたしました。 

 次に、10ページ、11ページをごらん願います。 

支出でありますが、１款資本的支出、１項建設改良

費は3,432万9,000円の減額を計上いたしました。その

内容でありますが、田高ポンプ場整備事業費等の精算

見込みにより、１目取水及び浄水施設整備費に220万

円、２目配給水施設整備費に3,013万3,000円、３目営

業設備費に199万6,000円の減額をそれぞれ計上いたし

ました。 

２項企業債償還金でありますが、企業債借りかえに

かかる繰上償還金１億732万5,000円の増額を計上いた

しました。 

なお、今回の補正で、資本的収入が資本的支出に不

足する額３億2,327万2,000円は、過年度分損益勘定留

保資金等で補てんしようとするものであります。 

次に、12ページ、13ページをごらん願います。 

資金計画補正及び予定貸借対照表補正でありますが、

今回の補正に基づいて、それぞれ数値を調整したもの

であります。 

次に、前に戻りまして、２ページをごらん願います。 

第４条企業債の補正でありますが、表のとおり簡水

道施設整備事業について、その限度額を変更するとと

もに、借換債を追加しようとするものであります。 

第５条他会計からの補助金の補正でありますが、１

億2,250万4,000円を１億2,276万8,000円に変更しよう

とするものであります。 

以上で説明を終わります。 

○議長（下斗米一男君） 質疑を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下斗米一男君） 質疑を打ち切ります。 

以上で、質疑を終わります。 

次に、討論でありますが、討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下斗米一男君） 討論なしと認めます。 

それでは、採決いたします。議案第20号「平成19年

度久慈市水道事業会計補正予算（第３号）」は原案の

とおり決することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下斗米一男君） ご異議なしと認めます。よ

って議案第20号は原案のとおり可決されました。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

    日程第16 議案第29号 

○議長（下斗米一男君） 日程第16、議案第29号「岩

手県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数

の減少及び岩手県市町村総合事務組合規約の一部変更

の協議に関し議決を求めることについて」を議題とい

たします。 

説明を求めます。末﨑総務企画部長。 

○総務企画部長（末﨑順一君） 議案第29号につきま

しては、久慈地区広域行政事務組合が３月31日に解散

することから岩手県市町村事務組合から脱退させるこ

とと、久慈地区広域連合が今度の統合に伴いまして自

前の職員を抱えることとなりますので、その退職手当

の支給事務を共同処理すること。そして、久慈広域連

合が消防作業を行うことになりますので、その損害賠

償の事務と、消防職員や団員の賞じゅつ金の支給事務、

これを総合事務組合が共同処理することになります。

そのことについての規約変更の協議に関しての議決を

求めるものでございます。 

以上です。 

○議長（下斗米一男君） 質疑を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

－34－ 



○議長（下斗米一男君） 質疑を打ち切ります。 

次に、討論でありますが、討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下斗米一男君） 討論なしと認めます。 

それでは、採決いたします。議案第29号「岩手県市

町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少

及び岩手県市町村総合事務組合規約の一部変更の協議

に関し議決を求めることについて」は原案のとおり可

決することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下斗米一男君） ご異議なしと認めます。よ

って議案第29号は原案のとおり可決されました。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

散会 

○議長（下斗米一男君） 以上で本日の日程は終了い

たしました。 

本日はこれで散会いたします。 

午後２時30分 散会 
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